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近
代
の
大
喪
儀
に
お
け
る
「
御
拝
」

　
　
　
　
―
英
照
皇
太
后
の
大
喪
儀
を
中
心
に
―

大　

番　

彩　

香　
　

　
　
は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
、
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
「
久
我
家
文
書
」
所
収
の
新
出
資
料
群
「
英
照
皇
太
后
御
大
喪
関
係
資
料（

（
（

」
を
用
い
、
近
代

の
大
喪
儀
が
政
府
の
理
念
に
よ
っ
て
天
皇
を
主
体
と
し
た
「
自
葬
儀
式
と
し
て
制
定
」
さ
れ
て
い
く
過
程
の
一
端
を
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　

明
治
三
十
（
一
八
九
七
（
年
一
月
十
一
日
、
孝
明
天
皇
女
御
で
あ
っ
た
英
照
皇
太
后（

（
（

が
崩
御
さ
れ
、
同
月
十
九
日
よ
り
翌
年
一
月
十
一

日
に
至
る
ま
で
、
明
治
維
新
以
降
初
と
な
る
大
喪
儀（

（
（

が
執
行
さ
れ
た
。
英
照
皇
太
后
の
大
喪
儀
は
、
天
皇
に
よ
る
「
御
拝
」
す
な
わ
ち
出

御
と
拝
礼
が
行
わ
れ
た
点
に
お
い
て
、
近
代
の
大
喪
儀
の
起
点
と
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
幕
末
に
近
代
の
大
喪
儀
を
基
礎
付
け
た
、
慶
応
三
（
一
八
六
七
（
年
の
孝
明
天
皇
の
大
喪
儀
に
お
け
る
泉
涌

寺
内
仏
式
儀
礼
か
ら
神
式
儀
礼
へ
の
転
換
と
、
山
陵
造
営
・
謚
号
追
贈
の
再
興
を
明
ら
か
に
し
た
武
田
秀
章
の
研
究（

（
（

に
注
目
し
た
い
。
武

田
は
そ
の
中
で
、
孝
明
天
皇
の
大
喪
儀
で
は
、
山
陵
造
営
の
再
興
に
応
じ
て
陵
前
で
行
わ
れ
た
山
陵
御
用
掛
と
諸
陵
寮
官
人
に
よ
る
神
式

儀
礼
が
重
儀
で
あ
っ
た
が
、
大
正
十
五
（
一
九
二
六
（
年
の
「
皇
室
喪
儀
令
」（
皇
室
令
第
十
一
号
（
を
視
野
に
入
れ
た
の
か
「
近
代
の
天
皇
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大
喪
儀
は
、
殯
宮
・
葬
場
殿
・
山
陵
で
の
天
皇
告
文
奏
上
を
中
心
と
す
る
、
い
わ
ば
新
帝
を
喪
主
と
し
た
自
葬
儀
式
と
し
て
制
定（

（
（

」
さ
れ

た
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
従
来
、
近
代
の
大
喪
儀
は
と
も
す
れ
ば
権
力
誇
示（

（
（

の
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
、
そ
の
具
体
的
な
儀
礼
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で

な
い
。
近
世
に
お
け
る
天
皇
や
院
の
葬
儀
で
は
、
新
帝
や
天
皇
は
錫
紵
著
御
や
倚
盧
殿
渡
御
に
よ
っ
て
服
喪
さ
れ
る
儀
礼
が
慣
例
で
あ
っ

た（
（
（

。
そ
の
よ
う
な
先
例
を
ふ
ま
え
な
が
ら
も
、
近
代
の
大
喪
儀
が
政
府
の
理
念
に
よ
っ
て
「
自
葬
儀
式
と
し
て
制
定
」
さ
れ
て
い
く
過
程

を
捉
え
る
こ
と
は
、
孝
明
天
皇
の
大
喪
儀
が
執
行
さ
れ
た
慶
応
三
（
一
八
六
七
（
年
か
ら
「
皇
室
喪
儀
令
」
が
制
定
さ
れ
る
大
正
十
五

（
一
九
二
六
（
年
ま
で
の
六
十
年
間
の
空
白
を
埋
め
る
こ
と
に
な
る
が
故
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

大
正
十
五
年
に
「
皇
室
喪
儀
令
」
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
の
大
喪
儀
に
お
け
る
天
皇
の
儀
礼
を
確
認
す
れ
ば
、
ま
ず
明
治
三
十
年
の
英
照

皇
太
后
の
大
喪
儀
に
お
い
て
天
皇
に
よ
る
山
陵
で
の
「
御
拝
」、
大
正
元
年
の
明
治
天
皇
と
同
三
年
の
昭
憲
皇
太
后
の
大
喪
儀
に
お
い
て

は
い
ず
れ
も
天
皇
に
よ
る
斎
場
と
山
陵
で
の
「
御
拝
礼
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
例
に
も
と
づ
き
、
大
正
十
五
年
に
「
皇
室
喪
儀

令
」
に
お
い
て
、
天
皇
が
「
喪
主
」
す
な
わ
ち
葬
儀
の
主
体
者
と
な
り
「
御
拝
礼
」
さ
れ
る
大
喪
儀
の
儀
礼
が
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。�

つ
ま
り
、
武
田
曰
く
「
新
帝
を
喪
主
と
し
た
自
葬
儀
式
と
し
て
制
定
」
さ
れ
て
い
く
過
程
に
お
い
て
は
、
英
照
皇
太
后
の
大
喪
儀
が
不
完

全
な
が
ら
も
重
要
な
起
点
と
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

本
稿
で
は
、
英
照
皇
太
后
の
大
喪
儀
に
お
け
る
「
御
拝
」
を
中
心
に
分
析
す
る
こ
と
を
通
じ
、
先
行
研
究
を
補
足
す
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
近
代
の
大
喪
儀
を
め
ぐ
る
史
実
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。
そ
の
際
有
用
と
な
る
の
が
、
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵�

「
久
我
家
文
書
」
の
一
部
で
あ
る
が
、
現
在
、
調
査
・
整
理
中
の
た
め
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
新
出
資
料
群
「
英
照
皇
太
后
御
大
喪

関
係
資
料
」
で
あ
る
。
本
資
料
群
は
、
英
照
皇
太
后
の
大
喪
儀
に
お
い
て
斎
主
を
務
め
た
久
我
建
通
と
、
宮
内
省
も
し
く
は
大
喪
儀
の

事
務
全
般
を
担
っ
た
大
喪
使
と
の
書
簡
の
往
来
や
祭
詞
の
草
案
等
が
一
括
で
残
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
資
料
群
に
お
け
る
記
録
か
ら
、�
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英
照
皇
太
后
の
大
喪
儀
で
は
、
天
皇
に
よ
る
「
御
拝
」
等
の
一
連
の
儀
礼
は
政
府
が
検
討
し
、
祭
詞
の
み
斎
主
が
作
成
す
る
と
い
う
特
徴

的
な
分
掌
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
半
田
竜
介（

（
（

が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
当
時
国
費
で
賄
わ
れ
、
国
家
規
模
で
執
行
さ
れ
た
国
葬

の
儀
礼
が
す
べ
て
斎
主
に
「
一
任
」
さ
れ
た
経
緯
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
近
代
の
大
喪
儀
が
天
皇
を
主
体
と
し
た
「
自
葬
儀
式
と
し
て
制
定
」
さ
れ
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
当
初
よ
り
、
政
府
内
で

天
皇
に
よ
る
「
御
拝
」
を
企
図
し
、大
喪
儀
に
新
た
な
意
味
を
見
出
そ
う
と
す
る
一
面
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
こ
う
し
た
一
面
は
、

後
代
に
「
皇
室
喪
儀
令
」
に
お
い
て
天
皇
が
「
喪
主
」
と
し
て
「
御
拝
礼
」
さ
れ
、「
親
愛
ノ
情
」
を
表
す
る
こ
と
が
、「
皇
室
ニ
於
テ
民

間
ニ
範
ヲ
示
サ
レ
ン
ト
云
フ
意
味（

（
（

」
を
な
す
と
重
視
す
る
政
府
の
理
念
に
通
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
論
点
を
ふ
ま
え
、
本
稿
で
は
、
第
一
に
「
皇
室
喪
儀
令
」
に
お
い
て
天
皇
が
「
喪
主
」
と
し
て
「
御
拝
礼
」
さ
れ
る
儀
礼
と

そ
の
意
味
を
確
認
し
、
第
二
に
不
完
全
な
が
ら
も
「
皇
室
喪
儀
令
」
に
お
け
る
「
御
拝
礼
」
の
起
点
と
な
っ
た
、
英
照
皇
太
后
の
大
喪
儀

で
の
「
御
拝
」
に
つ
い
て
「
英
照
皇
太
后
御
大
喪
関
係
資
料
」
を
用
い
て
考
察
す
る
。

　
　

一
、「
皇
室
喪
儀
令
」
に
お
け
る
「
喪
主
」
と
「
御
拝
礼
」

　

ま
ず
、「
皇
室
喪
儀
令
」
に
も
と
づ
き
天
皇
が
大
喪
儀
に
お
い
て
「
喪
主
」
と
し
て
「
御
拝
礼
」
さ
れ
る
儀
礼
と
、
そ
の
意
味
を
考
察�

す
る
。

　
「
皇
室
喪
儀
令
」
は
、
第
一
章
「
大
喪
儀
」（
第
一
条
よ
り
第
十
一
条
（、
第
二
章
「
皇
族
喪
儀
」（
第
十
二
条
よ
り
第
二
十
一
条
（、
両

儀
の
次
第
を
記
し
た
「
附
式
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
一
章
「
大
喪
儀
」
条
文
中
第
八
条
に
は
「
大
行
天
皇
太
皇
太
后
皇
太
后
ノ
大
喪
儀
ニ
ハ
天
皇
喪
主
ト
ナ
ル
」
と
あ
り
、
大
行
天
皇
・

太
皇
太
后
・
皇
太
后
の
大
喪
儀
に
は
、
天
皇
が
「
喪
主
」
と
な
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
附
式
」
で
は
、「
喪
主
」
と
し
て�
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天
皇
が
「
御
拝
礼
」
さ
れ
る
儀
礼
が
、「
殯
宮
移
御
ノ
儀
」「
殯
宮
移
御
後
一
日
祭
ノ
儀
」、「
殯
宮
」
で
の
十
日
・
二
十
日
・
三
十
日
・
四
十

日
・
五
十
日
祭
、「
追
号
奉
告
ノ
儀
」「
霊
代
奉
安
ノ
儀
」「
斂
葬
当
日
殯
宮
祭
ノ
儀
」、「
斂
葬
ノ
儀
」
の
「
葬
場
殿
ノ
儀
」「
陵
所
ノ
儀
」、�

「
斂
葬
後
一
日
権
殿
祭
ノ
儀
」「
斂
葬
後
一
日
山
陵
祭
ノ
儀
」、「
権
殿
」
で
の
十
日
・
二
十
日
・
三
十
日
・
四
十
日
・
五
十
日
祭
、「
山
陵
」

で
の
十
日
・
二
十
日
・
三
十
日
・
四
十
日
・
五
十
日
祭
、「
権
殿
百
日
祭
ノ
儀
」「
山
陵
百
日
祭
ノ
儀
」「
権
殿
一
周
年
祭
ノ
儀
」「
山
陵
一

周
年
祭
ノ
儀
」「
御
禊
ノ
儀
」
に
規
定
さ
れ
る（

（1
（

。
こ
の
う
ち
、
天
皇
が
「
御
誄
」
を
奉
読
さ
れ
る
儀
礼
が
「
殯
宮
移
御
後
一
日
祭
ノ
儀
」�

「
追
号
奉
告
ノ
儀
」「
葬
場
殿
ノ
儀
」
で
あ
り
、「
御
告
文
」
を
奉
読
さ
れ
る
儀
礼
が
「
陵
所
ノ
儀
」「
権
殿
一
周
年
祭
ノ
儀
」「
山
陵
一
周
年
祭�

ノ
儀
」
で
あ
る
。

　

そ
の
な
か
で
も
、
大
喪
儀
に
お
け
る
中
心
的
な
儀
礼
の
一
つ
で
あ
る
「
陵
所
ノ
儀
」
で
の
天
皇
の
儀
礼
を
確
認
し
よ
う
。

　
　
　

陵
所
ノ
儀

　
　

時
刻
陵
所
ヲ
舗
設
ス

　
　

次
ニ
文
武
高
官
有
爵
者
優
遇
者
竝
夫
人
陵
所
ニ
先
着
シ
朝
集
所
ニ
参
集
ス

　
　

次
ニ
皇
太
子
妃
親
王
妃
内
親
王
王
妃
女
王
休
所
ニ
参
著
ス

　
　

次
ニ
皇
后
皇
太
后
便
殿
ニ
著
御

　
　

時
刻
諸
員
陵
所
前
ノ
御
路
ニ
臚
列
奉
迎
ス

　
　

次
ニ
霊
輦
前
列
ノ
陸
海
軍
儀
仗
兵
正
門
外
ニ
堵
列
ス
後
列
ノ
陸
海
軍
儀

仗
兵
亦
之
ニ
倣
フ

　
　

次
に
霊
輦
前
列
ノ
大
喪
使
高
等
官
幄
舎
周
圍
ニ
黒
橡

布
幔
ヲ
曳
ク

ノ
前
ニ
立
ツ

　
　
　
　

鼓
鉦
黄
旛
白
旛
胡
籙
弓
楯
桙
日
像
纛
旛
月
像
纛
旛
ヲ
祭
場
殿
前
面
ノ
左
右
両
傍
ニ
布
列
シ
大
真
榊
ヲ
樹
ツ
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御
物
櫃
御
服
櫃
ヲ
玄
宮
前
便
宜
ノ
所
ニ
安
ク

　
　
　
　

御
饌
櫃
御
幣
櫃
ヲ
膳
舎
ニ
舁
入
ル

　
　
　
　

祭
官
長
祭
官
副
長
祭
官
幄
舎
ノ
前
ニ
立
ツ

　
　
　
　

楽
師
道
楽
ヲ
奏
シ
ツ
ツ
幄
舎
ノ
前
ニ
立
ツ

　
　
　
　

宮
内
大
臣
式
部
長
官
諸
陵
頭
幄
舎
ノ
前
ニ
立
ツ

　
　

次
ニ
皇
后
皇
太
后
祭
場
殿
前
便
宜
ノ
所
ニ
於
テ
御
奉
迎

　
　
　
　

皇
后
宮
大
夫
皇
太
后
宮
大
夫
女
官
御
後
ニ
侯
シ
皇
太
子
妃
親
王
妃
内
親
王
王
妃
女
王
供
奉
ス

　
　

次
ニ
霊
輦
祭
場
殿
ニ
著
御

　
　
　
　

大
行
天
皇
側
近
奉
仕
ノ
高
等
官
及
輦
側
ノ
陸
海
軍
将
校
便
宜
ノ
所
ニ
候
ス

　
　

次
ニ
霊
輦
後
列
ノ
諸
員
幄
舎
ノ
前
ニ
立
ツ

　
　

次
ニ
幔
門
黒
橡
布
幔
竝
黒
漆
柱

ヲ
以
テ
之
ヲ
立
ツ

ヲ
閉
ツ

　
　

次
ニ
天
皇
皇
后
皇
太
后
便
殿
ニ
入
御

　
　

次
ニ
皇
太
子
皇
太
子
妃
親
王
親
王
妃
内
親
王
王
王
妃
女
王
休
所
ニ
入
ル

　
　

次
ニ
霊
柩
ヲ
玄
宮
ニ
奉
遷
シ
御
外
槨
石槨

ニ
斂
ム
大
喪
使
高

等
官
奉
仕

　
　
　
　

�

是
ヨ
リ
先
キ
玄
宮
及
祭
場
殿
ヲ
舗
設
ス
其
ノ
儀
玄
宮
ノ
中
央
ニ
御
外
槨
ヲ
安
キ
祭
場
殿
ニ
御
幌　
　

竝
御
簾
緑
白
色
帛
、

簾
鈎
紐
白
紵

ヲ
懸
ケ
左

右
ニ
御
燈
白
木
菊

燈
䑓

ヲ
安
キ
火
ヲ
點
ス

　
　

次
ニ
御
服
櫃
御
物
櫃
ヲ
玄
宮
内
ニ
布
列
シ
御
挿
鞋
ヲ
御
外
槨
ノ
傍
ニ
安
ク

　
　

時
刻
諸
員
幄
舎
ニ
著
床
ス

白
色
帛
、

紐
白
色
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次
ニ
幔
門
ヲ
開
ク

　
　

次
ニ
天
皇
幄
舎
ニ
出
御
御
椅
子

ニ
著
御

　
　
　
　

式
部
次
長
前
行
シ
侍
従
剣
璽
ヲ
奉
シ
侍
従
長
侍
従
侍
従
武
官
長
侍
従
武
官
御
後
ニ
候
シ
皇
太
子
親
王
王
供
奉
ス

　
　

次
ニ
皇
后
幄
舎
ニ
出
御
同上

　
　
　
　

皇
后
宮
大
夫
前
行
シ
女
官
御
後
ニ
候
シ
皇
太
子
妃
親
王
妃
内
親
王
王
妃
女
王
供
奉
ス

　
　

次
ニ
皇
太
后
幄
者
ニ
出
御
同上

　
　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
前
行
シ
女
官
御
後
ニ
候
ス

　
　

次
ニ
御
饌
を
奠
ス

　
　
　
　

此
ノ
間
誄
歌
ヲ
奏
ス

　
　

次
ニ
幣
物
錦
一
巻
、
五
色
綾
各
一
巻
、
五
色
帛
各
一
匹
、
五
色
緂
帛
各
一
匹
、
五
色
纐
纈
帛
各
一
匹
、

五
色
絲
各
一
綏
、
柳
筥
ニ
納
メ
蘇
芳
纐
纈
帛
ヲ
以
テ
之
ヲ
裹
ミ
縹
帯
二
條
ヲ
以
テ
之
ヲ
結
フ

ヲ
奠
ス

　
　
　
　

此
ノ
間
誄
歌
を
奏
ス

　
　

次
ニ
祭
官
長
祭
詞
ヲ
奏
ス

　
　

次
ニ
天
皇
御
拜
禮
御
告
文
ヲ
奏
ス

　
　

次
ニ
皇
后
皇
太
后
御
拜
禮

　
　

次
ニ
皇
太
子
皇
太
子
妃
親
王
親
王
妃
内
親
王
王
王
妃
女
王
拜
禮

　
　

次
ニ
天
皇
皇
后
皇
太
后
便
殿
ニ
入
御

　
　
　
　

供
奉
出
御
ノ
時
ノ
如
シ

　
　

次
ニ
諸
員
拜
禮
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次
ニ
幣
物
御
饌
ヲ
撤
ス

　
　
　
　

此
ノ
間
誄
歌
を
奏
ス

　
　

次
ニ
玄
宮
ノ
門
ヲ
閉
ツ
諸
陵
頭

奉
仕

　
　

次
ニ
陵
誌
ヲ
埋
メ
土
ヲ
覆
フ
同上

　
　

次
ニ
祭
場
殿
ノ
御
幌
御
簾
ヲ
垂
ル
同上

　
　

次
ニ
各
退
下（

（（
（

　
（
傍
線
―
筆
者
（

　

こ
の
よ
う
に
「
皇
室
喪
儀
令
」
で
は
、天
皇
が
「
喪
主
」
と
な
り
、「
御
拝
礼
」
と
い
う
喪
葬
儀
礼
を
行
う
大
喪
儀
が
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
「
皇
室
喪
儀
令
」
の
制
定
後
、
宮
内
省
よ
り
発
表
さ
れ
た
「
大
喪
に
関
す
る
皇
室
法
規
」
と
い
う
解
説
文
の
中
で
は
、「
大
喪
儀
に
つ
い

て
、
省
略
の
で
き
な
い
一
事
は
、
大
行
天
皇
の
大
喪
儀
に
は
、
天
皇
自
ら
喪
主
と
な
ら
る
ゝ
こ
と
で
あ
る
。（
中
略
（
先
帝
の
た
め
に
一
年

の
喪
を
服
せ
ら
れ
、
そ
の
大
喪
儀
に
は
、
自
ら
喪
主
と
な
ら
れ
、
一
切
の
儀
式
を
統
理
あ
そ
ば
さ
る
ゝ
制
度
を
定
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
実

に
孝
行
の
模
範
を
一
般
国
民
に
示
さ
る
ゝ
と
ゆ
う
御
趣
旨
で
は
な
い
か
と
拝
察
さ
れ
て
、
ま
こ
と
に
恐
懼
の
い
た
り
に
堪
え
ざ
る
次
第
で

あ
る（

（1
（

」
と
、
と
り
わ
け
天
皇
が
「
喪
主
」
と
し
て
主
体
的
に
儀
礼
を
行
う
こ
と
が
「
孝
行
の
模
範
」
の
意
味
を
な
す
と
表
明
さ
れ
た
。

　

そ
の
成
立
の
背
景
に
は
、
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
（
年
に
設
置
さ
れ
る
帝
室
制
度
調
査
局
に
お
い
て
同
三
十
五
年
よ
り（

（1
（

、
ま
た
大
正

五
（
一
九
一
六
（
年
に
設
置
さ
れ
る
帝
室
制
度
審
議
会
に
お
い
て
同
九
年
よ
り（

（1
（

行
わ
れ
る
「
皇
室
喪
儀
令
」
の
制
定
に
む
け
た
議
論
が
あ

る
。
そ
の
な
か
で
特
に
俎
上
に
載
せ
ら
れ
た
議
題
は
、
天
皇
「
喪
主
」
を
め
ぐ
る
問
題（

（1
（

と
、
英
照
皇
太
后
の
大
喪
儀
よ
り
不
完
全
な
が

ら
も
行
わ
れ
た
臨
御
を
明
文
化
し
て
条
文
に
規
定
す
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
歴
史
上
の
先
例
は
な
い
も
の
の
、
大
喪
儀

に
よ
る
社
会
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
天
皇
が
大
喪
儀
に
お
い
て
「
喪
主
」
と
な
る
こ
と
が
新
た
な
意
味
を
持
す
る
と
重
視
さ
れ
た
経
緯
が
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あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
明
治
期
の
帝
室
制
度
調
査
局
内
に
お
い
て
、「
大
行
天
皇
ノ
大
喪
ニ
天
皇
ノ
喪
主
ト
為
ル
ハ
本
令
ニ
依
リ
始
メ
テ�

行
ハ
ン
ト
ス
ル
新
制
ナ
レ
ト
モ
今
日
ノ
時
勢
ニ
於
テ
ハ
頗
ル
妥
當
ナ
リ
ト
信
ス（

（1
（

」
と
天
皇
が
「
喪
主
」
と
な
る
こ
と
が
「
今
日
ノ
時
勢
」

に
「
妥
當
」
な
る
制
度
と
判
断
さ
れ
た
経
緯
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
す
で
に
前
田
修
輔（

（1
（

に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
点
で
あ
り
、
蛇

足
を
加
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
理
由
の
一
つ
に
、
明
治
三
十
一
年
七
月
十
六
日
に
施
行
さ
れ
た
改
正
民
法
典
に
お
け
る
、「
戸
主
」
を
中
心

に
据
え
た
「
親
族（

（1
（

」
の
形
成
と
そ
の
波
及
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
改
正
民
法
典
で
は
、「
家
族
」
を
、「
戸
主
」
の
親
族
に
し
て
そ
の

家
に
在
る
者
及
び
そ
の
配
偶
者
で
あ
る
と
し
、
ま
た
九
百
八
十
七
条
に
お
い
て
「
系
譜
」「
祭
具
」
及
び
「
墳
墓
」
の
所
有
権
が
そ
の
家

の
家
督
相
続
の
特
権
で
あ
る
と
明
示
さ
れ
た（

11
（

。
当
時
の
社
会
背
景
、
特
に
改
正
民
法
典
が
「
皇
室
喪
儀
令
」
に
与
え
た
影
響
は
、
大
正
期

の
帝
室
制
度
審
議
会
に
お
い
て
「
家
督
相
続
人
」
が
「
喪
主
」
を
務
め
る
慣
習
を
大
喪
儀
に
も
準
用
す
る
こ
と
を
支
持
し
、
天
皇
が
「
喪

主
」
と
な
り
「
親
愛
ノ
情
」
を
表
す
る
こ
と
が
「
皇
室
ニ
於
テ
民
間
ニ
範
ヲ
示
サ
レ
ン
ト
云
フ
意
味（

1（
（

」
を
な
す
と
重
視
し
た
岡
野
敬
次
郎（
11
（

の
発
言
に
、
そ
の
一
端
が
窺
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
ふ
ま
え
、
大
正
元
年
に
行
な
わ
れ
た
明
治
天
皇
の
大
喪
儀
、
同
三
年
に
行
な
わ
れ
た
昭
憲
皇
太
后
の
大
喪
儀
に

際
し
て
は
、「
右
両
案
（「
皇
室
喪
儀
令
」「
国
葬
令
」―
筆
者
註
（
ノ
主
義
方
針
ニ
則
リ
明
治
天
皇
及
昭
憲
皇
太
后
ノ
大
喪
儀
ヲ
行
ハ
セ
ラ
レ
タ
ル（
11
（

」

と
あ
る
よ
う
に
、「
皇
室
喪
儀
令
」
を
め
ぐ
る
明
治
期
の
帝
室
制
度
調
査
局
で
の
審
議
内
容
が
参
考
に
さ
れ
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
天
皇

に
よ
る
「
御
拝
礼
」
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る（

11
（

。

　

で
は
、
そ
も
そ
も
先
行
研
究
に
お
い
て
大
喪
儀
の
形
式
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
「
自
葬
儀
式
」
と
は
ど
の
よ
う
な
葬
儀
を
指
す
の
で
あ

ろ
う
か
。「
自
葬
」
に
は
時
代
に
よ
っ
て
概
念
の
発
展
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
い
。

　

ま
ず
、近
世
に
お
け
る
寺
檀
制
度
下
の
特
殊
な
形
式
と
し
て
の
「
自
葬
」（「
自
身
葬
祭（
11
（

」（
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
、特
定
の
人
物
（
大

名
や
神
職
、
儒
者
な
ど
（
の
み
に
許
可
さ
れ
た
、
仏
葬
以
外
の
神
葬
・
儒
葬
を
い
う
。
近
世
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
取
り
締
ま
る
目
的
を
有
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す
る
厳
し
い
寺
檀
制
度
下
に
あ
り
、「
自
葬
」
は
一
般
に
は
許
さ
れ
な
い
、
極
め
て
限
定
的
な
葬
儀
で
あ
っ
た
。
そ
の
語
意
の
条
件
は
、

①
僧
侶
が
関
与
し
な
い
葬
儀
で
あ
る
こ
と
、
②
身
内
が
執
行
す
る
葬
儀
で
あ
る
こ
と
、
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

転
じ
て
、
近
代
特
有
の
葬
儀
形
式
で
あ
る
「
自
葬（

11
（

」
は
、
明
治
維
新
以
降
、
明
治
五
年
に
太
政
官
布
告
第
一
九
二
号
に
よ
り
禁
止
さ
れ

る
ま
で
各
地
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
語
意
は
、
近
世
の
も
の
と
は
異
な
り
、「
単
に
喪
主
が
自
ら
葬
儀
を
執
行
す
る
総
て

の
場
合
を
包
含
す
る
も
の（

11
（

」
を
意
味
し
た
。
つ
ま
り
、そ
の
語
意
の
条
件
は
、①「
喪
主
」
が
主
体
者
と
な
り
執
行
す
る
葬
儀
で
あ
る
こ
と
、

と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
明
治
五
年
六
月
二
十
八
日
に
太
政
官
布
告
第
一
九
二
号
（「
近
来
自
葬
取
行
候
者
モ
有
之
哉
ニ
相
聞
候
処
、
向
後
不
相
成
候
条
、
葬
儀
ハ
神
官
僧
侶

ノ
内
ヘ
可
相
頼
候
事
」（
に
よ
っ
て
「
自
葬
」
の
禁
止
と
神
官
の
葬
儀
関
与
が
定
め
ら
れ
た
の
ち
、
同
年
九
月
四
日
に
教
部
省
よ
り
各
府
県
へ

頒
布
さ
れ
た
葬
儀
の
手
引
書
で
あ
る
『
葬
祭
略
式
』
は
、
僧
侶
に
引
導
を
渡
す
仏
葬
と
は
異
な
り
、「
喪
主
」
が
自
身
で
祭
詞
を
よ
み
玉

串
を
奉
る
葬
儀
形
式
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
神
官
の
葬
儀
関
与
を
決
定
し
た
後
も
政
府
は
そ
の
主
体
者
に
神
官
を
据
え
て

い
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
同
書
で
は
、
神
官
は
葬
儀
を
「
助
ケ
」
る
こ
と
を
奨
励
さ
れ
て
い
る
た
め
、
明
治
初
期
の
葬
儀
の
主
体
者

は
「
喪
主
」
で
あ
っ
た
と
い
え
る（

11
（

。
そ
し
て
、
政
府
は
同
十
七
年
に
「
喪
主
」
の
意
向
に
葬
儀
執
行
を
任
せ
る
「
自
葬
」
の
解
禁（
11
（

を
達
し

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
も
、
近
代
政
府
に
お
い
て
葬
儀
は
「
喪
主
」
に
よ
る
も
の
と
い
う
前
提
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

こ
れ
ら
を
併
せ
考
え
る
と
、「
皇
室
喪
儀
令
」
は
、
天
皇
が
大
喪
儀
に
お
い
て
「
喪
主
」
と
な
り
「
親
愛
ノ
情
」
を
表
す
儀
礼
が
「
皇

室
ニ
於
テ
民
間
ニ
範
」
を
示
す
も
の
に
な
る
と
い
う
、
近
代
日
本
社
会
に
応
じ
た
意
味
が
付
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。



96

　
　

二
、
英
照
皇
太
后
の
大
喪
儀
に
お
け
る
「
御
拝
」
の
成
立

　

二
―
一
、
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
「
英
照
皇
太
后
御
大
喪
関
係
資
料
」
に
つ
い
て

　

前
章
で
は
、
天
皇
が
「
皇
室
喪
儀
令
」
に
も
と
づ
き
、
大
喪
儀
に
お
い
て
「
喪
主
」
と
し
て
「
御
拝
礼
」
さ
れ
る
こ
と
に
見
出
さ
れ
た

新
た
な
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
章
で
は
、
英
照
皇
太
后
の
大
喪
儀
よ
り
行
わ
れ
た
「
御
拝
」
と
い
う
儀
礼
の
成
立
過
程
を
確
認
し
、

不
完
全
な
が
ら
も
近
代
の
大
喪
儀
に
お
け
る
重
要
な
起
点
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
く
。

　

本
章
に
お
い
て
、
資
料
は
宮
内
公
文
書
館
蔵
「
英
照
皇
太
后
大
喪
録
」
な
ら
び
に
同
館
所
蔵
の
諸
資
料
を
基
に
し
、
こ
れ
に
加
え
て
國

學
院
大
學
図
書
館
蔵
「
久
我
家
文
書
」
の
一
部
で
あ
る
「
英
照
皇
太
后
御
大
喪
関
係
資
料
」
を
用
い
る
。
本
資
料
群
は
、
久
我
建
通
が
英

照
皇
太
后
の
大
喪
儀
に
お
い
て
斎
主
を
務
め
た
際
の
資
料
が
一
括
で
残
存
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

建
通
の
斎
主
拝
命
の
要
因
は
、
資
料
の
都
合
上
推
し
量
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
以
下
が
挙
げ
ら
れ
る
と
考
え
る
。
ま
ず
、
久
我
家
が
村
上

天
皇
の
皇
子
中
務
卿
具
平
親
王
を
遠
祖
と
す
る
村
上
源
氏
の
嫡
流
で
あ
り
、
五
摂
家
に
次
ぐ
七
清
華
家
の
随
一
と
さ
れ
た
家
格
で
あ
っ
た
こ

と
で
あ
る（

11
（

。
次
に
、
建
通
が
幕
末
期
に
は
嘉
永
元
（
一
八
四
八
（
年
に
権
大
納
言
、
つ
い
で
議
奏
、
文
久
二
（
一
八
六
二
（
年
に
は
内
大
臣
を

歴
任
す
る
な
ど
孝
明
天
皇
の
御
信
任
が
厚
く
、
朝
廷
内
で
一
定
の
地
位
を
得
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
動
乱
期
の
な
か
で
辞
官
と
蟄

居
の
勅
命
を
蒙
る
も
の
の
、
維
新
後
に
は
功
績
を
認
め
ら
れ
て
解
か
れ
、
明
治
三
（
一
八
七
〇
（
年
に
は
華
族
触
頭
に
、
同
四
年
に
賀
茂
別
雷・

御
祖
両
神
社
、
松
尾
神
社
、
貴
船
神
社
等
改
革
に
つ
き
御
用
掛
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
五
年
に
は
賀
茂
別
雷
・
御
祖
両
神
社
大
宮
司
・
松
尾
神
社

大
宮
司
を
兼
任
し
、
同
七
年
に
は
大
教
正
と
い
う
当
時
国
民
教
化
運
動
に
お
け
る
教
導
職
の
要
職
も
担
っ
た
。
ま
た
同
十
一
年
に
宮
内
省
よ

り
文
学
御
用
掛
を
命
ぜ
ら
れ
、
翌
十
二
年
に
は
宸
翰
御
用
掛
兼
務
を
も
仰
せ
付
け
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
辞
し
た
後
も
同
二
十
四
年
に
は
宮
内
省

よ
り
先
帝
御
事
蹟
取
調
掛
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
。
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以
上
見
た
よ
う
に
、
英
照
皇
太
后
の
大
喪
儀
に
際
す
る
建
通
の
斎
主
拝
命
は
、
久
我
家
の
事
績
に
加
え
、
建
通
が
幕
末
期
に
孝
明
天
皇
の

御
信
任
を
得
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
王
事
と
神
道
と
に
通
じ
て
い
た
こ
と
が
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

な
お
、
久
我
家
と
國
學
院
大
學
に
は
、
明
治
十
五
年
の
皇
典
講
究
所
（
経
営
母
体
（
創
設
に
あ
た
っ
て
建
通
が
初
代
総
裁
・
有
栖
川
宮
幟
仁

親
王
を
補
佐
す
る
役
職
と
し
て
副
総
裁
に
就
い
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
そ
の
後
も
同
所
の
発
展
に
努
め
、
明
治
二
十
三
年
同
所
が
教
育
機
関

と
し
て
國
學
院
を
設
置
し
た
際
に
は
基
本
金
下
賜
願
提
出
や
事
業
拡
張
協
議
員
招
集
等
の
活
動
に
よ
り
そ
の
発
展
の
基
礎
を
築
く
な
ど
、
創

立
期
に
お
け
る
深
い
縁
故
が
あ
る（

1（
（

。

　

二
―
二
、
形
成
期
に
お
け
る
政
府
の
理
念

　
「
英
照
皇
太
后
御
大
喪
関
係
資
料
」
に
よ
る
と
、
皇
太
后
の
御
不
予
は
、
明
治
三
十
（
一
八
九
七
（
年
一
月
に
入
り
悪
化
、
こ
の
頃
か
ら

宮
内
省
よ
り
関
係
各
所
へ
通
知
が
出
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
月
十
日
に
は
、
宮
内
省
よ
り
「
只
今
ペ

（
マ
マ
（ル
ツ
ノ
拝
診
ニ
テ
ハ
左
ノ
御
肺

ニ
モ
／
蔓
延
ノ
兆
ア
リ
追
々
御
虚
脱
ノ
徴
ア
ル
／
ニ
依
リ
心
臓
麻
痺
ヲ
防
ク
ノ
為
メ
有
力
／
ナ
ル
御
薬
ヲ
差
上
ゲ
二
十
四
時
間
内
ニ
／
功
験

ナ
キ
ト
キ
ハ
終
ニ
恐
入
ル
ヿ
ニ
ナ
ル
ベ
／
シ
／
一
月
十
日
夕　

侍
医
拝
診
」（
／
は
改
行
。
以
下
同
じ
（
と
い
う
知
ら
せ
が
あ
り（
11
（

、
翌
十
一
日
、
宮

内
大
臣
土
方
久
元
よ
り
二
通
の
通
知
が
届
き
、
そ
の
内
容
は
「
皇
太
后
変
化
容
体
益
々
／
御
宜
シ
カ
ラ
ス
今
午
後
六
時
／
前
後
ノ
頃
御
大

切
ノ
場
／
合
ニ
至
ラ
セ
ラ
ル
ヘ
ク
ヤ
モ
計
リ
／
難
キ
旨
侍
医
中
出
ニ
付
／
此
段
申
進
候
也
／
明
治
三
十
年
一
月
十
一
日
／
宮
内
大
臣
伯

爵
土
方
久
元（

11
（

」
と
「
皇
太
后
陛
下
御
容
体
本
日
午
後
／
五
時
三
十
分
御
大
切
ニ
被
為
在
候
／
間
此
段
及
御
通
知
候
也
／
明
治
三
十
年
一
月

十
一
日
／
土
方
宮
内
大
臣（

11
（

」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
翌
十
二
日
、
侍
医
ら
の
治
療
の
甲
斐
な
く
「
皇
太
后
陛
下　

昨
十
一
日
午
後
六
時
／

崩
御
被
遊
候
此
段
及
御
通
牒
／
候
也
／
明
治
三
十
年
一
月
十
二
日
／
宮
内
大
臣
伯
爵
土
方
久
元（

11
（

」
と
関
係
者
に
の
み
崩
御
の
こ
と
が
知
ら

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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皇
太
后
の
崩
御
を
う
け
、
大
喪
儀
の
準
備
は
短
期
間
で
矢
継
ぎ
早
に
行
わ
れ
て
い
く
。

　

一
月
十
二
日
に
は
、
天
皇
の
服
喪
期
間
に
つ
い
て
定
め
た
「
宮
中
喪
」
の
宮
内
省
告
示
が
あ
り
、
崩
御
に
つ
き
一
年
間
（
明
治
三
十
年
一

月
十
一
日
か
ら
翌
年
一
月
十
日
ま
で
（
を
そ
の
期
間
に
定
め
、
第
一
期
・
第
二
期
を
そ
れ
ぞ
れ
二
十
五
日
間
、
第
三
期
を
三
百
十
五
日
間
と
し
た（

11
（

。�

な
お
皇
族
お
よ
び
文
武
官
員
・
有
爵
者
・
有
位
有
勲
者
が
以
後
一
年
間
の
参
内
に
お
い
て
着
用
す
る
喪
服
（
宮
内
省
告
示
第
五
号
（
と
、
さ
ら

に
は
臣
民
に
お
け
る
三
十
日
間
の
喪
期
（
閣
令
第
一
号
（
も
同
日
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
明
治
維
新
以
後
の
宮
中
に
お
け
る
服
喪
は
、
明
治

十
六
年
に
薨
去
し
た
岩
倉
具
視
の
国
葬
を
以
て
議
論
の
端
を
発
し
た
問
題
で
あ
り
、
こ
の
時
に
「
国
喪
内
規
」
の
制
定
が
試
み
ら
れ（

11
（

、
そ

の
後
駐
欧
公
使
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
王
室
の
実
態
調
査（

11
（

等
か
ら
明
治
二
十
二
年
に
「
喪
紀
令
案
」
が
起
草
さ
れ
る
と
い
う
経
過
を
辿
っ
て

い
た（

11
（

。
明
治
二
十
九
年
ま
で
に
は
、
こ
の
「
喪
紀
令
案
」
中
か
ら
天
皇
・
皇
族
・
外
国
帝
室
に
対
し
発
せ
ら
れ
る
「
宮
中
喪
」、
皇
族
・

文
武
官
・
有
爵
有
位
有
勲
者
と
そ
の
親
族
に
対
し
発
せ
ら
れ
る
「
通
常
喪
」、
そ
し
て
天
皇
・
皇
族
の
崩
御
・
薨
去
に
際
し
国
民
に
対
し

発
せ
ら
れ
る
「
国
喪
」
が
勘
案
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
英
照
皇
太
后
の
大
喪
儀
に
お
い
て
参
考
に
さ
れ
た
の
で
あ
る（

11
（

。
し
か
し
、
規
定

と
し
て
は
明
治
四
十
二
年
の
「
皇
室
服
喪
令
」（
皇
室
令
第
十
二
号
（
の
公
布
を
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

同
日
に
は
、
宮
内
大
臣
土
方
久
元
が
宮
中
に
大
喪
使
を
置
く
こ
と
に
つ
い
て
勅
裁
を
仰
い
だ
が（

1（
（

、
こ
れ
に
つ
い
て
は
そ
の
所
在
を
め�

ぐ
っ
て
宮
内
省
と
内
閣
と
で
見
解
が
分
か
れ
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（
11
（

。
最
終
的
に
は
、
聖
裁
を
奉
じ
同
月
十
四
日
に
宮
内
省
下
に
大
喪

使
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
が
決
裁
さ
れ
、
長
官
に
は
有
栖
川
宮
威
仁
親
王
が
任
じ
ら
れ
た（

11
（

。

　

そ
し
て
一
月
十
五
日
、
初
め
て
英
照
皇
太
后
の
崩
御
が
公
告
さ
れ
、
大
喪
儀
に
先
立
ち
明
治
天
皇
か
ら
大
喪
使
長
官
威
仁
親
王
に
対
し
、

以
下
の
御
沙
汰
が
下
さ
れ
る
。

　
　

皇
妣
ノ
葬
儀
ハ
将
来
ノ
表（

マ
マ
（準
ト
モ
相
成
ル
ヘ
キ
ニ
付
一
時
臣
民
哀
悼
忠
愛
ノ
感
情
ニ
任
セ
経
費
ヲ
貲
ラ
ス
夸
張
盛
大
ニ
失
シ
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皇
考
ノ
葬
儀
ニ
超
越
ス
ル
ニ
至
ル
ト
キ
ハ
却
テ

　
　

�
皇
妣
ノ
懿
旨
ニ
違
フ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
則
ヲ
後
昆
ニ
垂
ル
ヽ
所
以
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
宜
ク
預
シ
メ
恰
當
ノ
程
限
ヲ
立
テ
莊
重
ニ
之
ヲ
執
行

ス
ヘ
シ（

11
（

　

こ
の
よ
う
に
、
皇
太
后
の
大
喪
儀
は
、
今
後
の
基
準
と
も
な
る
べ
き
葬
儀
で
あ
る
か
ら
「
哀
悼
忠
愛
」
の
情
に
ま
か
せ
て
盛
大
に
な
り

す
ぎ
ず
、
孝
明
天
皇
の
葬
儀
を
超
越
す
る
こ
と
の
な
い
な
か
で
「
荘
重
」
に
執
行
す
べ
き
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
宮
内
大
臣

土
方
久
元
を
大
喪
使
次
官
に
任
じ
て
実
質
上
の
事
務
長
官
と
し
、
宮
内
諸
官
・
各
省
次
官
・
内
閣
書
記
官
か
ら
同
事
務
官
を
兼
任
さ
せ
、�

英
照
皇
太
后
の
大
喪
儀
に
関
す
る
事
務
管
掌
の
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
の
で
あ
る（
11
（

。
大
喪
使
の
設
置
は
、
そ
の
後
の
近
代
の
大
喪
儀
を
視
野

に
入
れ
る
際
、
特
徴
的
な
「
前
提
」
の
一
つ
で
あ
る（

11
（

。

　

大
喪
使
の
設
置
後
、
一
月
十
六
日
に
は
、
大
喪
使
内
評
議
会
に
お
い
て
「
御
喪
主
ハ
天
皇
ナ
ル
ニ
依
リ
別
ニ
之
ヲ
置
カ
レ
サ
ル
事
」、�

「
両
陛
下
ハ
泉
涌
寺
御
葬
場
ニ
臨
御
御
陵
整
頓
ノ
上
翌
日
以
後
ニ
於
テ
更
ニ
御
参
拝
ノ
事
」
が
決
議
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
政
府
の
理
念
と

し
て
、
皇
太
后
の
大
喪
儀
に
お
け
る
「
喪
主
」
は
あ
く
ま
で
天
皇
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
天
皇
な
ら
び
に
皇
后
に
よ
る
泉
涌
寺
の
御
葬
場
へ

の
「
臨
御
」、
さ
ら
に
は
御
陵
へ
の
「
御
参
拝
」
も
企
図
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
加
え
、
大
喪
使
に
お
け
る
事
務
職
掌
を
「
儀
式
部
」「
山
作
部
」「
庶
務
部
」「
主
計
部
」「
調
度
部
」（
運
輸
掛
（「
内
匠

部
」
と
分
け
る
こ
と
等
も
決
議
さ
れ
た（

11
（

。
こ
の
う
ち
、
大
喪
儀
に
お
け
る
儀
礼
の
勘
案
を
担
当
し
た
部
門
が
「
儀
式
部（
11
（

」
で
あ
る
。
こ
の

日
、『
官
報
』
に
お
い
て
同
月
十
九
日
に
儀
式
始
め
と
な
る
「
御
入
棺
」「
御
霊
移
祭
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
公
告
さ
れ
、
大
喪
使
内
で
は

式
次
第
の
形
成
が
始
め
ら
れ
る
。
大
喪
儀
の
儀
礼
の
検
討
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
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二
―
三
、
政
府
の
理
念
に
対
す
る
叡
慮

　

し
か
し
、
十
六
日
に
大
喪
使
内
に
お
い
て
決
議
さ
れ
た
「
御
喪
主
ハ
天
皇
ナ
ル
ニ
依
リ
別
ニ
之
ヲ
置
カ
レ
サ
ル
事
」
に
対
し
、
一
月
十
八
日�

に
は
変
更
が
加
え
ら
れ
、「
喪
主
」
に
は
威
仁
親
王
が
任
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る（

11
（

。
土
方
久
元
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
一
月
十
八
日
の
記
述
に
は
、

　
　

大
喪
之
古
事
仰
付
種
々
論
議
有
之
処
ニ
多
忙
ヲ
極
メ
ル
ヤ（
11
（

と
あ
り
、
改
め
て
大
喪
使
内
で
大
喪
儀
に
関
す
る
「
古
事
」
に
つ
い
て
、
調
査
と
論
議
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
後
代
に

お
い
て
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
（
年
六
月
十
日
に
「
皇
室
喪
儀
令
」
の
制
定
に
む
け
帝
室
制
度
審
議
会
に
用
い
ら
れ
た
参
考
資
料
に
は
、

以
下
の
よ
う
に
こ
の
期
間
の
経
緯
が
説
明
さ
れ
る
。

　
　

�

明
治
三
十
年
一
月
英
照
皇
太
后
御
大
喪
ノ
時
ハ
特
ニ
大
喪
使
長
官
威
仁
親
王
ニ
御
喪
主
ヲ
仰
付
ラ
レ
天
皇
ハ
祭
儀
ア
ル
毎
ニ
勅
使
ヲ

シ
テ
代
拝
セ
シ
メ
一
回
モ
出
御
御
拜
禮
遊
ハ
サ
レ
タ
ル
コ
ト
ナ
ク
又
御
葬
儀
ニ
モ
列
シ
給
ハ
ス
御
発
引
ノ
際
ニ
モ
御
奉
送
ナ
カ
リ
キ

今
記
録
ニ
徴
見
ス
ル
ニ
當
時
大
喪
使
ニ
於
テ
御
喪
主
ハ
天
皇
ナ
ル
ニ
依
リ
別
ニ
之
ヲ
置
カ
レ
サ
ル
方
然
ル
ヘ
シ
ト
議
定
シ
其
旨
長
官

ヨ
リ
奏
聞
シ
タ
ル
ニ
其
翌
日
威
仁
親
王
ニ
御
喪
主
ノ
勅
命
ア
リ
タ
リ
又
霊
柩
御
奉
送
ノ
事
ニ
付
テ
モ
大
喪
使
ヨ
リ
奉
請
ス
ル
所
ア
リ

シ
モ
遂
ニ
御
採
用
ア
ラ
セ
ラ
レ
ス
其
際
徳
大
寺
侍
従
長
（
恐
ラ
ク
勅
命
ナ
ラ
ン
（
ハ
之
ニ
関
シ
典
例
取
調
方
ヲ
故
文
學
博
士
井
上
頼

圀
（
マ
マ
（ニ
内
命
シ
タ
レ
ハ
同
氏
ハ
之
ニ
對
シ
古
来
其
例
ナ
キ
旨
ヲ
上
申
シ
タ
リ
ト
聞
ク（
1（
（

　

こ
こ
か
ら
、大
喪
使
が
議
定
し
た
通
り「
御
喪
主
ハ
天
皇
」で
あ
る
こ
と
や
、御
棺
の「
御
奉
送
」へ
の
臨
御
に
対
す
る
叡
慮
が
窺
え
よ
う
。
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す
な
わ
ち
、
大
喪
使
に
よ
っ
て
「
御
喪
主
ハ
天
皇
ナ
ル
ニ
依
リ
別
ニ
之
ヲ
置
カ
レ
サ
ル
事
」
が
決
せ
ら
れ
「
奏
聞
」
さ
れ
た
後
、
勅
命
に

よ
り
有
栖
川
宮
威
仁
親
王
が
「
御
喪
主
」
と
な
り
、
天
皇
に
よ
る
御
棺
の
「
御
奉
送
」
も
「
御
採
用
」
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
明
治

天
皇
は
天
皇
が
主
体
と
な
っ
て
葬
儀
に
参
加
す
る
こ
と
を
容
認
さ
れ
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、「
古
来
」
行
わ
れ
て
き
た
天
皇
や
院
の
葬
儀
に
お
け
る
、
新
帝
や
天
皇
に
よ
る
儀
礼
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。

　

御
歴
代
の
天
皇
や
院
を
は
じ
め
と
す
る
皇
室
の
葬
儀
は
、
中
世
以
来
様
々
な
変
化
を
経
な
が
ら
も
、
先
例
を
重
ん
じ
泉
涌
寺
を
中
心
に

し
て
営
ま
れ
て
き
た
。
皇
室
と
泉
涌
寺
と
の
深
い
由
縁
は
、
仁
治
三
（
一
二
四
二
（
年
に
四
条
天
皇
が
崩
御
さ
れ
、
そ
の
喪
葬
儀
礼
を
泉

涌
寺
三
世
定
舜
が
引
き
受
け
山
陵
を
造
営
し
た
こ
と
に
端
緒
を
見
る
こ
と
が
出
来
る（

11
（

。
以
来
泉
涌
寺
は
皇
室
の
御
葬
礼
と
火
葬
の
場
と
な

り
、
火
葬
後
の
灰
塚
は
泉
涌
寺
に
残
り
、
御
遺
骨
は
深
草
法
華
堂
に
納
め
ら
れ
、
時
に
は
分
骨
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
よ
っ
て
当
初
の

泉
涌
寺
は
御
遺
骨
が
埋
納
さ
れ
る
「
埋
葬
寺
院
」
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
承
応
三
（
一
六
五
四
（
年
に
執
行
さ
れ
た
後

光
明
天
皇
の
葬
儀
を
以
て
火
葬
か
ら
土
葬
へ
と
転
換
さ
れ
、
こ
れ
を
契
機
に
泉
涌
寺
は
墓
所
の
あ
る
菩
提
寺
と
し
て
、
数
あ
る
菩
提
寺
の

う
ち
で
も
特
別
な
由
縁
を
持
す
る
「
御
寺
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る（

11
（

。

　

近
世
よ
り
前
の
天
皇
や
院
の
葬
儀
の
う
ち
、
と
り
わ
け
儀
礼
に
つ
い
て
考
え
て
み
れ
ば
、
中
世
後
期
か
ら
徳
川
幕
府
下
で
喪
葬
儀
礼
が

執
り
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
元
和
期
ま
で
の
崩
御
事
例
を
明
ら
か
に
し
た
岸
泰
子
の
概
略
に
よ
る
と
、
大
永
六
（
一
五
二
六
（
年
の
後
柏

原
天
皇
の
喪
葬
儀
礼
に
は
、御
遺
骸
を
棺
に
納
め
る
「
入
棺
」、謚
を
奉
ず
る
「
追
号
」、棺
を
御
所
か
ら
泉
涌
寺
ま
で
運
び
出
す
「
葬
送
」、

天
皇
ま
た
は
上
皇
が
生
前
に
崩
御
後
の
事
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
詔
で
あ
る
遺
詔
の
奏
上
、
喪
に
服
す
る
空
間
で
あ
る
倚
盧
殿
へ
の
渡
御
が

行
わ
れ
る
「
遺
詔
奏
主
上
倚
盧
渡
御
」
と
倚
盧
殿
か
ら
の
「
還
御
」（
そ
の
間
の
「
中
陰
仏
事
」（、朱
雀
門
と
二
条
辺
で
行
わ
れ
る
「
諒
闇
終
大
祓
」

が
あ
っ
た
と
い
う（

11
（

。
つ
ま
り
、
近
世
以
前
の
大
喪
儀
に
お
い
て
は
、
新
帝
も
し
く
は
天
皇
が
行
う
重
儀
は
、
倚
盧
殿
で
の
徹
底
し
た
服
喪
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で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

そ
し
て
、
近
世
前
中
期
に
お
い
て
も
、
事
情
に
よ
る
多
少
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
天
皇
や
院
の
葬
儀
に
お
け
る
新
帝
や
天
皇
に
よ
る

喪
葬
儀
礼
は
同
様
で
あ
っ
た（

11
（

。

　

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
近
世
の
皇
太
后
の
葬
儀
に
お
い
て
天
皇
が
行
っ
て
い
た
儀
礼
を
確
認
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、
近
世
末
期
で
あ
る
弘

化
三
（
一
八
四
六
（
年
一
月
二
十
六
日
に
仁
孝
天
皇
が
崩
御
さ
れ
た
翌
年
、
新
朔
平
門
院
（
鷹
司
祺
子（

11
（

（
が
崩
御
さ
れ
た
事
例
を
見
る
こ

と
と
す
る
。
そ
の
経
緯
は
、
同
四
年
三
月
十
四
日
に
皇
太
后
宣
下
が
な
さ
れ
た
の
ち
、
十
月
十
日
頃
「
御
病
勢
」
極
め
て
重
く
、
七
社
七

寺
に
御
祈
祷
が
仰
せ
付
け
ら
れ
る
も
、
同
月
十
三
日
に
は
院
号
（
新
朔
平
門
院
（
が
定
め
ら
れ
な
が
ら
宝
算
三
十
七
に
て
崩
御
さ
れ
る
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
大
喪
儀
は
同
月
十
九
日
に
「
御
入
棺
」、
十
一
月
四
日
に
孝
明
天
皇
に
よ
っ
て
鈍
色
の
袍
で
あ
る
「
錫
紵
」

を
著
御
さ
れ
る
服
喪
が
行
わ
れ
、
同
月
十
二
日
に
は
「
遺
令
奏
」、
そ
し
て
泉
涌
寺
へ
の
葬
送
日
に
合
わ
せ
て
「
錫
紵
」
を
著
御
さ
れ
る

服
喪
が
再
度
行
わ
れ
た
の
で
あ
る（

11
（

。
こ
こ
か
ら
、
孝
明
天
皇
は
葬
送
や
葬
場
に
臨
御
さ
れ
ず
に
、
喪
に
服
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
「
古
来
」
行
わ
れ
て
き
た
先
例
を
ふ
ま
え
た
た
め
か
、
英
照
皇
太
后
の
大
喪
儀
で
は
、
天
皇
が
「
喪
主
」
と
し
て
葬
場
に

臨
御
さ
れ
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

英
照
皇
太
后
の
大
喪
儀
に
お
け
る
式
次
第
は
、
一
月
十
九
日
に
「
御
入
棺
」、
建
通
が
斎
主
と
な
っ
て
「
御
霊
移
祭
」
が
行
わ
れ
、
御

霊
は
霊
璽
に
う
つ
さ
れ
る
。
以
後
、
葬
儀
は
御
霊
前
で
の
儀
礼
と
棺
前
（
ま
た
は
埋
棺
後
の
陵
前
（
で
の
儀
礼
と
に
分
か
れ
て
い
く
。
な
お�

「
英
照
皇
太
后
御
大
喪
関
係
資
料
」
に
残
存
す
る
書
簡
の
記
録
か
ら
、
儀
礼
の
形
成
に
際
し
て
は
、
大
喪
使
が
式
次
第
を
作
成
し
、
斎
主

が
そ
れ
に
合
わ
せ
祭
詞
を
作
成
す
る
と
い
う
順
序
が
ふ
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る（

11
（

。
こ
の
点
に
関
し
、
当
時
国
費
で
賄
わ
れ
た
葬
儀

に
国
葬
が
挙
げ
ら
れ
る
が（

11
（

、
半
田
竜
介
が
指
摘
す
る
よ
う
に
国
葬
で
は
式
次
第
と
祭
詞
が
と
も
に
斎
主
に
「
一
任
」
さ
れ
て
い
た
こ
と�

か
ら
、
両
者
に
は
そ
の
構
造
に
相
違
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う（

11
（

。
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そ
し
て
前
述
の
通
り
一
月
十
六
日
に
大
喪
使
内
で
決
議
さ
れ
て
い
た
「
両
陛
下
ハ
泉
涌
寺
御
葬
場
ニ
臨
御
御
陵
整
頓
ノ
上
翌
日
以
後
ニ

於
テ
更
ニ
御
参
拝
ノ
事
」
の
う
ち
の
「
泉
涌
寺
御
葬
場
ニ
臨
御
」
に
つ
い
て
は
、
二
十
六
日
に
断
念
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
す
る（

1（
（

。

　

行
幸
啓
は
叶
わ
な
い
こ
と
と
な
る
が
、「
臨
御
」
に
代
わ
り
小
松
宮
彰
仁
親
王
・
同
妃
頼
子
を
そ
れ
ぞ
れ
天
皇
・
皇
后
の
御
名
代
と
し

て
参
向
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
思
し
召
し
に
明
治
天
皇
の
叡
慮
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
後
月
輪
東
北
陵
へ
の

「
御
参
拝
」
は
、
後
に
「
御
百
日
祭
」
の
前
日
に
執
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

二
―
四
、
後
月
輪
東
北
陵
で
の
「
御
拝
」

　

一
月
二
十
日
に
は
建
通
が
斎
主
と
な
り
青
山
御
所
御
霊
殿
に
お
い
て
霊
璽
に
対
し
「
御
十
日
祭
」
が
行
な
わ
れ
、
同
様
に
三
十
日
に
は�

「
御
二
十
日
祭
」
が
行
な
わ
れ
る（
11
（

。
そ
し
て
、
青
山
御
所
か
ら
京
都
に
む
け
出
発
さ
れ
る
前
日
に
は
、
棺
の
前
に
お
い
て
「
御
発
棺
前
日

御
棺
前
拝
礼
」
が
執
行
さ
れ
、「
御
棺
前
祭
」
の
後
に
「
御
発
棺
」「
御
発
送
」
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
英
照
皇
太
后
の
大
喪
儀
は
、
東
京
へ
の
奠
都
後
初
と
な
る
大
喪
儀
で
あ
り
、
東
京
の
青
山
御
所
か
ら
青
山
練
兵
場
の
奉
送
場
を
経
て�

京
都
の
大
宮
御
所
な
ら
び
に
泉
涌
寺
内
御
斎
場
へ
至
る
と
い
う
「
空
間
的
観
点
」
か
ら
見
る
と
、
そ
の
後
の
近
代
の
大
喪
儀
を
考
え
る
上

で
の
重
要
な
「
前
提
」
と
な
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
る（

11
（

。
そ
し
て
生
前
の
皇
太
后
に
よ
る
御
遺
言（
11
（

に
従
い
、
京
都
の
泉
涌
寺
内
の
孝
明
天
皇

山
陵
（
月
輪
東
山
陵
（
の
隣
に
後
月
輪
東
北
陵
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
大
宮
御
所
か
ら
奉
送
さ
れ
た
御
棺
は
泉
涌
寺
内
「
月
輪
山
斎
場
」

（
新
善
光
寺
前
（
に
お
い
て
拝
礼
が
行
わ
れ
た
後
に
「
御
埋
棺
」
の
式
で
埋
葬
、「
御
埋
棺
御
翌
日
祭
」
が
行
わ
れ
、
後
月
輪
東
北
陵
で
の
陵

前
と
青
山
御
所
御
霊
殿
内
の
霊
璽
前
で
の
「
御
三
十
日
祭
」「
御
四
十
日
祭
」「
御
五
十
日
祭
」
も
行
わ
れ
た
。

　

そ
し
て
「
御
違
例（

11
（

」
を
理
由
と
し
て
こ
れ
ま
で
の
大
喪
儀
の
喪
葬
儀
礼
に
臨
ま
れ
な
か
っ
た
明
治
天
皇
で
あ
る
が
、
皇
后
と
と
も
に�

「
御
百
日
祭
」
の
前
日
に
後
月
輪
東
北
陵
に
親
拝
さ
れ
る
べ
く
、
明
治
三
十
年
四
月
十
七
日
に
京
都
へ
の
出
発
が
決
定
す
る
。
翌
十
八
日
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に
は
大
喪
使
事
務
官
よ
り
建
通
宛
で
後
月
輪
東
北
陵
へ
の
「
御
拝
」
の
次
第
が
届
き
、
準
備
が
整
え
ら
れ
た
の
で
あ
る（

11
（

。
当
日
の
次
第
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

當
日
早
旦
陵
前
ヲ
装
飾
ス

　
　

午
前
八
時
諸
員
幄
舎
ニ
著
ク

　
　

次
神
饌
及
御
幣
物
ヲ
供
ス

　
　
　

此
間
奏
楽

　
　

次
祝（

マ
マ
（詞
ヲ
奏
ス

　
　

同
十
時
御
休
所　

出
御
掌
典
長
前
行
シ
諸
員
御
後
ニ
扈
従
ス

　
　

次
御
歩

　
　
　

此
時
著
床
ノ
諸
員
奉
迎
ス

　
　

次
御
手
水
ヲ
進
ル
侍
従

奉
仕

　
　

次
御
拜
ノ
舎
ニ
進
御

　
　

次
掌
典
長
御
玉
串
ヲ
執
リ
之
ヲ
進
ル

　
　

次
御
玉
串
ヲ
奉
リ
給
ヒ　

御
拜
畢
テ
掌
典
長
ニ
授
ケ
給
フ
掌
典
長
之
ヲ
陵
前
ニ
供
ス

　
　
　

此
時
供
奉
諸
員
拜
礼

（
マ
マ
（

　
　

次
入
御

　
　

次
皇
后
陛
下
御
休
所　

出
御
掌
典
長
前
行
ス
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次
御
手
水
ヲ
進
ル
女
官

奉
仕

　
　

次
御
拜
ノ
舎
ニ
進
御

　
　

次
掌
典
長
御
玉
串
ヲ
執
リ
之
ヲ
進
ル

　
　

次
玉
串
ヲ
奉
リ
給
ヒ　

御
拜
畢
テ
掌
典
長
ニ
授
ケ
給
フ
掌
典
長
之
ヲ
陵
前
ニ
供
ス

　
　

次
入
御

　
　

次
御
幣
物
及
神
饌
ヲ
撤
ス

　
　
　

此
間
奏
楽

　
　

次
各
退
出（

11
（
　
（
傍
線
―
筆
者
（

　

こ
の
よ
う
に
、
四
月
十
九
日
午
前
九
時
半
、
天
皇
な
ら
び
に
皇
后
は
同
列
に
て
京
都
御
所
を
出
門
さ
れ
、
以
上
の
式
次
第
に
則
り
、
後

月
輪
東
北
陵
に
お
い
て
「
御
拝
」
さ
れ
た
の
で
あ
る（

11
（

。

　

そ
れ
で
は
、こ
の
「
御
拝
」
は
、近
代
の
大
喪
儀
を
考
え
る
に
あ
た
り
、如
何
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。『
泉
涌
寺
史
』

に
よ
れ
ば
、
明
治
期
以
降
英
照
皇
太
后
の
大
喪
儀
に
至
る
ま
で
の
泉
涌
寺
山
陵
へ
の
行
幸
啓
は
、
明
治
元
年
か
ら
総
計
し
て
九
回
を
数�

え
る（
11
（

。
し
か
し
、
明
治
三
十
年
四
月
十
九
日
に
お
け
る
後
月
輪
東
北
陵
へ
の
「
御
拝
」
が
単
に
山
陵
へ
の
参
拝
で
は
な
い
こ
と
は
、
同
年

八
月
二
十
三
日
に
天
皇
な
ら
び
に
皇
后
が
東
京
へ
還
御
さ
れ
る
ま
で
の
間
、「
宮
中
喪
」
第
三
期
中
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
孝
明
天
皇

陵
及
び
近
陵
の
参
拝
を
中
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
白
で
あ
る（

11
（

。
つ
ま
り
、
こ
の
「
御
拝
」
は
、
大
喪
儀
中
に
行
わ
れ
た
喪
葬
儀
礼
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

こ
れ
ら
を
勘
案
す
る
と
、
近
代
の
大
喪
儀
は
、
天
皇
が
御
自
ら
「
御
拝
」
を
行
う
と
い
う
点
で
、
そ
の
起
点
に
不
完
全
な
が
ら
英
照
皇
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太
后
の
大
喪
儀
が
あ
り
、
そ
れ
を
先
例
と
し
な
が
ら
、
政
府
の
理
念
を
儀
礼
と
し
て
具
現
化
す
べ
く
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。

か
く
し
て
、
大
正
十
五
年
に
「
皇
室
喪
儀
令
」
と
し
て
「
殯
宮
・
葬
場
殿
・
山
陵
で
の
天
皇
告
文
奏
上
を
中
心
と
す
る
、
い
わ
ば
新
帝
を

喪
主
と
し
た
自
葬
儀
式
と
し
て
制
定（

1（
（

」
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

英
照
皇
太
后
の
大
喪
儀
は
四
月
二
十
日
の
陵
前
で
の
最
後
の
儀
礼
で
あ
る
「
御
百
日
祭
」
を
以
て
一
段
落
と
さ
れ
、
大
喪
使
は
廃
止
、

事
務
的
な
残
務
は
元
大
喪
使
次
官
土
方
久
元
に
管
理
さ
れ
、
斎
主
・
斎
官
は
一
度
離
任
と
な
っ
た（

11
（

。
そ
の
後
、
大
喪
儀
は
、
崩
御
か
ら
一

年
経
過
後
の
明
治
三
十
一
年
に
行
わ
れ
た
「
御
一
周
年
祭
」「
御
喪
期
終
御
禊
」「
喪
期
終
大
祓
」
を
以
て
終
え
、
青
山
御
所
御
霊
殿
に
祀

ら
れ
て
い
た
霊
璽
は
宮
中
皇
霊
殿
へ
と
遷
御
さ
れ
た（

11
（

。
大
喪
儀
は
宮
中
祭
祀
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
で
「
崇
祖
」
の
姿
が
一
貫
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
お
わ
り
に

　

以
上
、
近
代
の
大
喪
儀
が
天
皇
を
主
体
と
し
た
「
自
葬
儀
式
と
し
て
制
定
」
さ
れ
て
い
く
過
程
を
、
英
照
皇
太
后
の
大
喪
儀
に
お
い
て

行
わ
れ
た
天
皇
に
よ
る
「
御
拝
」
を
中
心
に
考
察
し
た
。
本
稿
で
論
じ
た
内
容
を
い
ま
一
度
確
認
し
た
い
。

　

近
世
以
前
に
お
け
る
天
皇
や
院
の
葬
儀
で
の
儀
礼
を
確
認
す
れ
ば
、
新
帝
や
天
皇
は
倚
盧
殿
へ
の
渡
御
や
錫
紵
著
御
を
以
て
服
喪
す
る

こ
と
を
慣
例
と
し
て
お
り
、
葬
儀
へ
の
臨
御
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
徹
底
し
て
服
喪
す
る
こ
と
が
重
儀
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
先
例
に
反
し
、
明
治
維
新
以
降
初
の
大
喪
儀
で
あ
る
、
英
照
皇
太
后
の
大
喪
儀
の
形
成
過
程
で
は
、
事
務
を
管
掌
し
た
大

喪
使
に
お
い
て
、
天
皇
に
よ
る
儀
礼
に
関
し
「
御
喪
主
ハ
天
皇
ナ
ル
ニ
依
リ
別
ニ
之
ヲ
置
カ
レ
サ
ル
事
」、「
両
陛
下
ハ
泉
涌
寺
御
葬
場
ニ

臨
御
御
陵
整
頓
ノ
上
翌
日
以
後
ニ
於
テ
更
ニ
御
参
拝
ノ
事
」
が
決
議
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
近
代
の
大
喪
儀
の
形
成
期
よ
り
、
政
府
内
で
、

天
皇
を
「
喪
主
」
と
し
た
上
で
の
御
葬
場
へ
の
「
臨
御
」
と
御
陵
へ
の
「
御
参
拝
」
が
企
図
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
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し
か
し
、
天
皇
が
「
喪
主
」
と
な
る
件
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
叡
慮
に
よ
り
決
定
が
見
送
ら
れ
、
御
葬
場
へ
の
「
臨
御
」
に
つ
い
て

も
断
念
さ
れ
て
い
た
。

　
「
御
違
例
」
を
理
由
と
し
て
、
こ
の
よ
う
に
大
喪
儀
の
喪
葬
儀
礼
に
臨
ま
れ
な
か
っ
た
明
治
天
皇
で
あ
る
が
、
御
陵
前
で
の
最
後
の
儀

礼
で
あ
る
「
御
百
日
祭
」
の
前
日
に
は
、
後
月
輪
東
北
陵
へ
親
拝
さ
れ
る
。
こ
の
「
御
拝
」
は
、
山
陵
へ
の
参
拝
と
い
う
意
味
合
い
を
超

え
、
大
喪
儀
中
に
行
わ
れ
た
喪
葬
儀
礼
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

そ
し
て
、
の
ち
に
「
皇
室
喪
儀
令
」
の
制
定
に
む
け
、
明
治
三
十
五
年
か
ら
大
正
十
五
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
審
議
に
お
い
て
最
も
議

論
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
る
問
題
は
、
英
照
皇
太
后
の
大
喪
儀
で
は
実
施
で
き
な
か
っ
た
が
当
初
の
理
念
を
反
映
す
べ
く
、
天
皇
が
「
喪
主
」

と
し
て
臨
御
す
る
儀
礼
を
明
文
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
議
論
を
ふ
ま
え
た
草
案
を
も
と
に
、
大
正
元
年
に
お
け
る
明
治
天
皇

の
大
喪
儀
、
同
三
年
に
お
け
る
昭
憲
皇
太
后
の
大
喪
儀
で
は
い
ず
れ
も
天
皇
が
「
喪
主
」
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
斎
場
と
山

陵
に
お
い
て
天
皇
に
よ
る
「
御
拝
礼
」
が
行
わ
れ
る
。

　

つ
い
に
は
、
天
皇
が
「
喪
主
」
と
な
り
、「
親
愛
ノ
情
」
を
表
す
る
こ
と
が
、「
皇
室
ニ
於
テ
民
間
ニ
範
ヲ
示
サ
レ
ン
ト
云
フ
意
味
」
を

持
す
る
と
重
視
し
た
政
府
の
理
念
に
よ
り
、「
皇
室
喪
儀
令
」
で
は
、
第
一
章
「
大
喪
儀
」
条
文
中
第
八
条
に
「
大
行
天
皇
太
皇
太
后
皇

太
后
ノ
喪
儀
ニ
ハ
天
皇
喪
主
ト
ナ
ル
」
と
さ
れ
、
詳
細
に
次
第
を
規
定
す
る
「
附
式
」
に
は
、
天
皇
が
「
喪
主
」
と
し
て
「
御
拝
礼
」
を

行
う
儀
礼
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
天
皇
が
御
自
ら
喪
葬
儀
礼
を
行
う
と
い
う
点
に
お
い
て
、
英
照
皇
太
后
の
大
喪
儀
は
、
不
完
全
な
が
ら
も
近
代
の
大
喪
儀
の

重
要
な
起
点
と
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

な
お
実
際
に
、
近
代
の
大
喪
儀
は
、
民
間
の
喪
葬
儀
礼
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る（

11
（

。「
範
」
を
示
す
こ
と
が
目
指
さ

れ
た
儀
礼
が
如
何
に
波
及
し
た
か
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。



108

　
註

　
（
（
（�　
「
英
照
皇
太
后
御
大
喪
関
係
資
料
」
は
「
久
我
家
文
書
」
の
一
部
で
は
あ
る
が
、
現
在
、
調
査
・
整
理
中
の
た
め
、
國
學
院
大
學
久
我
家
文
書

編
纂
委
員
会
編
『
久
我
家
文
書
』
別
巻
（
國
學
院
大
學
、昭
和
六
十
二
年
（
掲
載
の
編
年
目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
資
料
群
で
あ
る
。
本
資
料
は
、

國
學
院
大
學
図
書
館
事
務
課
主
幹
古
山
悟
由
氏
の
御
厚
意
に
よ
り
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
本
稿
で
用
い
る
資
料
名
は
、
古
山
氏
が
整
理

さ
れ
た
一
覧
表
を
も
と
に
し
て
い
る
。
こ
こ
に
記
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。

　
（
（
（�　

皇
太
后
は
、
天
保
四
（
一
八
三
三
（
年
十
二
月
十
三
日
に
誕
生
さ
れ
、
名
を
夙
子
と
い
い
、
九
条
尚
忠
の
六
女
で
あ
っ
た
。
母
は
南
大
路
長
尹

の
女
菅
山
で
あ
る
。
孝
明
天
皇
が
皇
太
子
の
時
に
御
息
所
と
な
り
、
天
皇
即
位
後
に
女
御
宣
下
を
受
け
、
そ
れ
に
つ
い
で
准
三
宮
宣
下
が
あ
り
、

万
延
元
（
一
八
六
〇
（
年
七
月
に
睦
仁
親
王
の
ち
の
明
治
天
皇
の
御
実
母
と
公
称
さ
れ
、
立
后
を
経
ず
に
明
治
元
（
一
八
六
八
（
年
に
皇
太
后
と

尊
称
さ
れ
た
。
英
照
皇
太
后
に
つ
い
て
は
、
藤
井
讓
治
・
吉
岡
眞
之
監
修
『
孝
明
天
皇
実
録
』
第
三
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
平
成
十
八
年
（
参
照
。

な
お
皇
太
后
に
関
す
る
著
書
は
、『
英
照
皇
太
后
大
喪
記
事
』（
京
都
市
参
事
会
、
明
治
三
十
年
（、『
英
照
皇
太
后
陛
下
御
大
葬
写
真
帖
』（
玄
鹿

館
、
明
治
三
十
年
（、
宮
内
省
先
帝
御
事
蹟
取
調
掛
編
『
孝
明
天
皇
紀
』（
平
安
神
宮
、
昭
和
四
十
二
年
（、
宮
内
庁
編
『
明
治
天
皇
紀
』
第
九
（
吉

川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
八
年
（
等
参
照
。

　
（
（
（�　

大
正
十
五
（
一
九
二
六
（
年
に
制
定
さ
れ
た
皇
室
喪
儀
令
（
皇
室
令
第
十
一
号
（
で
は
、「
大
喪
儀
」
と
は
天
皇
、
皇
后
、
太
皇
太
后
、
皇
太
后
、�

「
皇
族
喪
儀
」
と
は
皇
太
子
、
皇
太
子
妃
、
皇
太
孫
、
皇
太
孫
妃
、
親
王
、
親
王
妃
、
内
親
王
、
王
、
王
妃
、
女
王
の
喪
儀
を
指
し
た
。
本
稿
で
は
、

こ
れ
に
倣
い
、皇
太
后
の
喪
儀
を
大
喪
儀
と
表
記
す
る
。
な
お
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
（
年
に
制
定
さ
れ
た
皇
室
服
喪
令
（
皇
室
令
第
十
二
号
（
で
は
、

第
十
九
条
に
「
天
皇
大
行
天
皇
太
皇
太
后
皇
太
后
皇
后
」
の
喪
に
際
し
て
は
「
大
喪
」
と
す
る
規
定
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
喪
と
大
喪
儀
と
で
は

峻
別
す
る
。

　
（
（
（�　

武
田
秀
章
「
孝
明
天
皇
大
喪
儀
・
山
陵
造
営
の
一
考
察
」（『
維
新
期
天
皇
祭
祀
の
研
究
』、
大
明
堂
、
平
成
八
年
所
収
。
初
出
は
「
孝
明
天
皇�

大
喪
儀
・
山
陵
造
営
の
一
考
察
」（
上
（（
下
（〈『
神
道
宗
教
』
第
一
四
九
号
・
一
五
〇
号
、
平
成
四
年
・
平
成
五
年
〉（
参
照
。

　
（
（
（�　

前
掲
武
田
『
維
新
期
天
皇
祭
祀
の
研
究
』
一
四
〇
頁
。

　
（
（
（�　

笹
川
紀
勝
『
天
皇
の
葬
儀
』（
新
教
出
版
社
、昭
和
六
十
三
年
（、中
島
三
千
男
『
天
皇
の
代
替
り
と
国
民
』（
青
木
書
店
、平
成
二
年
（、小
園
優
子
・

中
島
三
千
男
「
近
代
の
皇
室
儀
礼
に
お
け
る
英
照
皇
太
后
大
喪
の
位
置
と
国
民
統
合
」（『
人
文
研
究
』
第
一
五
七
集
、
平
成
十
七
年
（
等
参
照
。

　
（
（
（�　

岸
泰
子
「
中
世
後
期
の
天
皇
崩
御
と
職
穢
―
内
侍
所
の
変
化
を
中
心
に
―
」（『
近
世
の
禁
裏
と
都
市
空
間
』、
思
文
閣
出
版
、
平
成
二
十
六
年
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所
収
（、
同
「
近
世
前
期
の
天
皇
崩
御
と
内
侍
所
―
触
穢
・
王
権
・
都
市
―
」（
同
前
『
近
世
の
禁
裏
と
都
市
空
間
』
所
収
（、
野
村
玄
「
近
世
天

皇
葬
送
儀
礼
の
確
立
と
皇
位
」（『
日
本
近
世
国
家
の
確
立
と
天
皇
』、
清
文
堂
出
版
、
平
成
十
八
年
所
収
。
初
出
は
「
近
世
天
皇
葬
送
儀
礼
確
立

の
政
治
史
的
意
義
―
後
光
明
天
皇
葬
送
儀
礼
の
検
討
を
中
心
に
―
」〈
大
石
学
編
『
近
世
国
家
の
権
力
構
造
―
政
治
・
支
配
・
行
政
―
』、
岩
田
書
院
、

平
成
十
五
年
所
収
〉（
参
照
。

　
（
（
（�　

半
田
竜
介
「
岩
倉
具
視
の
国
葬
と
神
葬
祭
」（『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
一
三
号
、
平
成
三
十
一
年
（
参
照

　
（
（
（�　

宮
内
公
文
書
館
所
蔵
「
帝
室
制
度
審
議
会
ニ
於
ケ
ル
喪
儀
令
案
國
葬
令
案
議
事
要
録
」（
識
別
番
号
：（（（（（

（
参
照
。
な
お
本
稿
で
は
、
同
様

の
記
録
を
、
東
京
大
学
法
学
部
附
属
近
代
法
政
史
料
セ
ン
タ
ー
原
資
料
部
所
蔵
「
岡
本
愛
祐
関
係
文
書
」
内
【
第
一
部
】［
二
］「
帝
室
制
度
審
議

会
及
び
枢
密
院
に
於
け
る
令
案
審
議
議
事
要
録
」
に
お
い
て
も
参
照
し
た
。
岡
本
愛
祐
は
、
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
（
年
京
都
生
ま
れ
、
大
正

九
（
一
九
二
〇
（
年
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
法
律
学
科
を
卒
業
、
そ
の
後
、
埼
玉
県
属
か
ら
埼
玉
県
警
視
を
経
て
同
十
二
年
東
宮
侍
従
兼
侍
従
に

任
ぜ
ら
れ
た
。
同
十
四
年
内
大
臣
秘
書
官
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
（
年
皇
后
宮
事
務
官
兼
侍
従
、
同
九
年
宮
内
省
参
事
官
、
帝
室
林
野
局
を
経

て
同
十
六
年
に
宮
内
省
参
事
官
大
臣
官
房
主
管
と
な
っ
て
い
る
。
本
資
料
は
、
こ
の
時
に
利
用
整
理
し
た
宮
中
事
務
関
係
の
史
料
が
「
岡
本
愛

祐
関
係
文
書
」
と
し
て
残
存
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
経
歴
は
同
セ
ン
タ
ー
『
岡
本
愛
祐
関
係
文
書
目
録
』〈
近
代
立
法
過
程
研
究
会
収
集
文
書

N
o.（（

、
昭
和
六
十
三
年
〉、
西
川
誠
「
大
正
後
期
皇
室
制
度
整
備
と
宮
内
省
」〈
近
代
日
本
研
究
会
編
『
年
報
・
近
代
日
本
研
究
・
（0　

宮
中
・
皇

室
と
政
治
』、
山
川
出
版
社
、
平
成
十
年
所
収
〉
に
よ
る
（。

　
（
（0
（�　

大
蔵
省
印
刷
局
編
『
官
報
』
第
四
二
四
九
号
（
大
正
十
五
年
十
月
二
十
一
日
付
（
参
照
。

　
（
（（
（�　

前
掲
『
官
報
』
第
四
二
四
九
号
参
照
。

　
（
（（
（�　

前
掲
『
官
報
』
第
一
六
号
（
昭
和
二
年
一
月
十
九
日
付
（
参
照
。

　
（
（（
（�　

前
田
修
輔
「
明
治
後
期
の
皇
室
喪
礼
法
制
化
と
帝
室
制
度
調
査
局
」（『
日
本
史
研
究
』
第
六
五
九
号
、
平
成
二
十
九
年
（
九
頁
。

　
（
（（
（�　

前
掲
西
川
「
大
正
後
期
皇
室
制
度
整
備
と
宮
内
省
」
五
十
五
頁
。

　
（
（（
（�　

前
掲
西
川
「
大
正
後
期
皇
室
制
度
整
備
と
宮
内
省
」
一
〇
二
頁
、
前
田
「
明
治
後
期
の
皇
室
喪
礼
法
制
化
と
帝
室
制
度
調
査
局
」
九
～

十
一
・
十
四
～
十
六
頁
参
照
。

　
（
（（
（�　

宮
内
公
文
書
館
所
蔵
「
自
明
治
三
十
五
年
五
月
至
同
年
十
二
月　

帝
室
制
度
調
査
局
會
議
議
事
録　

第
一
綴
」（
識
別
番
号
：（（（（（

（
参
照
。

　
（
（（
（�　

前
掲
前
田
「
明
治
後
期
の
皇
室
喪
礼
法
制
化
と
帝
室
制
度
調
査
局
」、
十
頁
。
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（
（（
（�　

山
野
金
蔵
編
『
帝
国
六
法
全
書
』（
有
斐
閣
、
明
治
四
十
四
年
（
参
照
。

　
（
（（
（�　

近
代
の
「
家
」
を
め
ぐ
る
法
制
史
、
と
り
わ
け
「
戸
主
」
の
制
度
に
焦
点
を
お
い
た
研
究
と
し
て
、
福
島
正
夫
・
利
谷
信
義
「
明
治
前
期
に
お

け
る
戸
籍
制
度
の
発
展
」（
福
島
正
夫
編
『「
家
」
制
度
の
研
究　

資
料
篇
一
―
明
治
前
期
戸
籍
法
令
集
―
』〈
東
京
大
学
出
版
会
、昭
和
三
十
四
年
〉

所
収
（、
有
地
亨
「
近
代
日
本
に
お
け
る
民
衆
の
家
族
観
―
明
治
初
年
か
ら
日
清
戦
争
頃
ま
で
―
」（
福
島
正
夫
編
『
家
族　

政
策
と
法
（　

近
代

日
本
の
家
族
観
』〈
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
五
十
一
年
〉
所
収
（、
熊
谷
開
作
「
家
を
め
ぐ
る
法
制
史
と
教
育
史
」（
同
前
（
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
（
（0
（�　

前
掲
山
野
『
帝
国
六
法
全
書
』
二
七
五
頁
。

　
（
（（
（�　

前
掲
「
帝
室
制
度
審
議
会
ニ
於
ケ
ル
喪
儀
令
案
國
葬
令
案
議
事
要
録
」
参
照
。

　
（
（（
（�　

明
治
・
大
正
時
代
の
商
法
学
者
。
号
は
六
樹
。
慶
応
元
（
一
八
六
五
（
年
九
月
二
十
一
日
、幕
臣
・
岡
野
親
美
の
次
男
と
し
て
上
野
国
群
馬
郡
岩
鼻�

（
群
馬
県
高
崎
市
岩
鼻
（
に
誕
生
し
た
。
明
治
十
九
（
一
八
八
六
（
年
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
卒
、
同
二
十
一
年
同
大
学
助
教
授
。
同
二
十
四

年
か
ら
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、
同
二
十
八
年
に
帰
国
後
、
同
大
学
の
教
授
と
な
り
、
商
法
講
座
を
担
任
し
た
。
同
年
法
典
調
査
会
委
員
に
任
ぜ
ら
れ
、

商
法
関
係
法
案
の
起
草
に
尽
力
し
た
。
ま
た
、
大
正
六
（
一
九
一
七
（
年
か
ら
中
央
大
学
学
長
を
勤
め
、
同
十
四
年
に
枢
密
院
副
議
長
・
帝
国
学

士
院
長
と
な
り
、男
爵
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。
岡
野
に
関
連
す
る
著
書
に
、岡
野
敬
次
郎
『
日
本
手
形
法
』（
中
央
大
学
、昭
和
三
十
八
年
（、同
『
会

社
法
』（
岡
野
奨
学
金
、
昭
和
四
年
（、
六
樹
会
編
『
岡
野
敬
次
郎
伝
』（
六
樹
会
、
大
正
十
五
年
（
等
が
あ
る
。

　
（
（（
（�　
「
大
礼
使
官
制
ノ
形
式
ニ
関
ス
ル
件
」（
国
立
公
文
書
館
蔵
、
請
求
番
号
：
枢C000（（（00

（
参
照
。

　
（
（（
（�　

宮
内
庁
編
『
明
治
天
皇
紀
』
第
十
二
（
吉
川
弘
文
館
、昭
和
五
十
年
（、宮
内
省
編
『
昭
憲
皇
太
后
実
録
』
下
巻
（
吉
川
弘
文
館
、平
成
二
十
六
年
（

参
照
。
た
だ
し
、
天
皇
が
「
喪
主
」
と
な
る
事
項
の
決
定
は
先
送
り
と
さ
れ
た
。

　
（
（（
（�　

先
行
研
究
は
、
辻
善
之
助
「
神
職
の
離
檀
問
題
に
就
い
て
」（『
史
学
雑
誌
』
第
三
八
巻
一
号
、
昭
和
二
年
（、
市
村
其
三
郎
「
神
葬
祭
問
題
と

そ
の
発
展
」（『
史
学
雑
誌
』
第
四
九
巻
一
号
、
昭
和
五
年
（、
朝
山
皓
「
出
雲
中
心
の
神
葬
祭
問
題
（
一
（～（
五
・
完
（」（『
歴
史
地
理
』
第
六
〇

巻
一
号
・
三
号
・
四
号
・
五
号
・
六
号
、
昭
和
七
年
七
月
・
九
月
・
十
月
・
十
一
月
・
十
二
月
（、
西
田
長
男
「
神
道
宗
門
」（
初
出
は
『
神
道
史
学
』

第
一
輯
、
昭
和
二
十
四
年
。
の
ち
に
『
現
代
神
道
研
究
集
成
（
第
三
巻
（
神
道
史
研
究
編
Ⅱ
』、
神
社
新
報
社
、
平
成
十
年
所
収
（、
加
藤
隆
久�

「
神
葬
祭
復
興
運
動
の
一
問
題
―
津
和
野
藩
を
中
心
と
し
て
―
」（『
國
學
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
八
輯
、
昭
和
四
十
一
年
（、
岡
田

莊
司
「
近
世
神
道
の
序
幕
―
吉
田
家
の
葬
礼
を
通
路
と
し
て
―
」（『
神
道
宗
教
』
第
一
〇
九
号
、
昭
和
五
十
七
年
（、
同
「
神
道
葬
祭
成
立
考
」�

（『
神
道
学
』
第
一
二
八
号
、昭
和
六
十
一
年
。
岡
田
に
よ
る
両
論
文
は
、増
補
改
訂
の
上
「
近
世
の
神
道
葬
祭
」
と
し
て
、大
倉
精
神
文
化
研
究
所
『
近



111 近代の大喪儀における「御拝」

世
の
精
神
生
活
』、
群
書
類
従
刊
行
会
、
平
成
八
年
所
収
（、
杉
山
林
継
「
杉
浦
国
頭
の
葬
儀
―
近
世
中
葉
に
お
け
る
神
道
葬
祭
式
再
編
の
一
例
と
し

て
―
」（『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
六
七
輯
、平
成
三
年
（、遠
藤
潤
「
近
世
・
近
代
神
葬
祭
運
動
の
諸
相
」（
日
本
仏
教
研
究
会
編
『
日

本
の
仏
教�

第
四
号
』、
法
蔵
館
、
平
成
七
年
所
収
（、
澤
博
勝
「
近
世
後
期
の
地
域
・
仏
教
・
神
道
―
神
葬
祭
運
動
の
意
義
―
」（『
史
学
雑
誌
』
第

一
〇
五
巻
六
号
、
平
成
八
年
（、
西
岡
和
彦
「
明
治
以
前
の
葬
送
儀
礼
」（
小
野
和
輝
監
修
、
禮
典
研
究
會
編
『
神
葬
祭
総
合
大
事
典
』、
雄
山
閣
出
版
、

平
成
十
二
年
所
収
（
等
参
照
。
な
お
資
料
集
に
は
、國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編
『
神
葬
祭
資
料
集
成
』（
ぺ
り
か
ん
社
、平
成
七
年
（
が
あ
る
。

　
（
（（
（�　

明
治
初
期
の
神
葬
祭
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
阪
本
是
丸
「
神
葬
祭
の
普
及
と
火
葬
禁
止
問
題
」（『
国
家
神
道
形
成
過
程
の
研
究
』、
岩

波
書
店
、
平
成
六
年
所
収
。
初
出
は
「
近
代
の
神
葬
祭
を
め
ぐ
る
問
題
」〈『
神
道
学
』
第
一
二
四
号
、
昭
和
五
十
九
年
〉（
参
照
。

　
（
（（
（�　

朝
山
皓
「
府
県
社
以
下
神
社
の
神
職
が
神
葬
祭
を
執
行
し
得
る
法
制
上
の
根
拠
」（『
神
社
協
会
雑
誌
』
第
三
一
年
第
一
一
号
、昭
和
七
年
（
十
六
頁
。

　
（
（（
（�　

拙
稿
「
神
官
教
導
職
と
神
葬
祭
―『
葬
祭
略
式
』
再
考
―
」（『
神
道
史
研
究
』
第
六
六
巻
第
一
号
、
平
成
三
十
年
（
参
照
。

　
（
（（
（�　

全
文
は
「
明
治
五
年
第
百
九
十
二
号
布
告
ヲ
以
テ
凡
葬
儀
ハ
神
官
僧
侶
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
執
行
ス
ル
ヲ
許
サ
ス
乃
自
葬
ヲ
禁
止
セ
ラ
レ
タ
リ
然
ル

ニ
嚮
ニ
教
導
職
ヲ
廃
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ
付
テ
ハ
自
ラ
葬
儀
ヲ
執
行
ス
ル
ヲ
得
ル
モ
ノ
ハ
神
官
僧
侶
ニ
止
マ
ラ
ス
乃
自
葬
ノ
禁
ハ
自
ラ
解
除
セ
リ
故
ニ

自
今
以
後
葬
儀
ヲ
依
托
ス
ル
ハ
一
々
喪
主
ノ
信
仰
ス
ル
所
ニ
任
セ
不
可
ナ
カ
ル
ヘ
シ
然
レ
ト
モ
其
墓
地
ノ
取
締
及
葬
儀
ヲ
執
行
ス
ル
場
所
ノ
如
キ

ハ
則
其
取
締
規
則
ニ
依
テ
実
地
適
当
ノ
警
察
ヲ
施
ス
ヘ
シ
」（
阪
本
健
一
『
明
治
以
降
神
社
関
係
法
令
史
料
』〈
神
社
本
庁
明
治
維
新
百
年
記
念
事

業
委
員
会
、
昭
和
四
十
三
年
〉
一
二
三
頁
（。

　
（
（0
（�　

久
我
家
、
ま
た
建
通
に
つ
い
て
は
、
國
學
院
大
學
久
我
家
文
書
編
纂
委
員
会
編
『
久
我
家
文
書
』
第
一
巻
（
國
學
院
大
學
、
昭
和
五
十
七
年
（

に
お
け
る
当
時
國
學
院
大
學
学
長
で
あ
っ
た
吉
川
泰
雄
に
よ
る
「
序
」、
前
掲
『
久
我
家
文
書
』
別
巻
に
お
け
る
「
解
説
」
に
詳
し
い
。

　
（
（（
（�　
『
國
學
院
大
學
百
年
史
』
上
巻
（
國
學
院
大
學
、
平
成
六
年
（
二
十
四
～
二
十
六
頁
、
前
掲
『
久
我
家
文
書
』
別
巻
「
解
説
」
四
頁
。

　
（
（（
（�　
「
侍
医
拝
診
書
（
ベ
ル
ツ
拝
診
（」（「
英
照
皇
太
后
御
大
喪
関
係
資
料
」
所
収
（。
資
料
は
蒟
蒻
版
。

　
（
（（
（�　
「
皇
太
后
変
化
容
体
益
々
御
宜
シ
カ
ラ
ズ
…
」（「
英
照
皇
太
后
御
大
喪
関
係
資
料
」
所
収
（。
資
料
は
蒟
蒻
版
。

　
（
（（
（�　
「
皇
太
后
陛
下
御
容
体
本
日
五
時
三
十
分
」（「
英
照
皇
太
后
御
大
喪
関
係
資
料
」
所
収
（。
資
料
は
蒟
蒻
版
。

　
（
（（
（�　
「
皇
太
后
陛
下
昨
十
一
日
午
後
六
時
崩
御
」（「
英
照
皇
太
后
御
大
喪
関
係
資
料
」
所
収
（。
資
料
は
蒟
蒻
版
。

　
（
（（
（�　

前
掲
『
官
報
』
号
外
（
明
治
三
十
年
一
月
十
二
日
付
（
参
照
。

　
（
（（
（�　
「〔
岩
倉
具
視
右
大
臣
辞
表
及
ビ
国
葬
関
係
書
類
〕」（
国
立
公
文
書
館
蔵
、
請
求
番
号
：
雑00（（0（00

（、「
国
喪
内
規
設
定
一
件
」（
外
務
省
外
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交
史
料
館
蔵
、
請
求
番
号
：
門
（-

類
（-

項
（
（
に
記
述
が
見
え
る
。
共
に
宮
内
省
罫
紙
で
あ
り
、
前
者
は
太
政
官
へ
照
会
さ
れ
た
こ
と
を
示
し

て
お
り
、
後
者
は
遣
外
公
使
へ
問
い
合
わ
せ
る
た
め
に
照
会
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
岩
倉
の
国
葬
執
行
に
際
し
、「
国
喪
内
規
」
を
諸
外
国
の
全

権
公
使
へ
諮
詢
し
た
も
の
の
、
葬
儀
執
行
日
ま
で
に
各
国
よ
り
返
答
が
届
く
こ
と
は
な
か
っ
た
（
後
の
明
治
十
七
・
十
八
年
到
着
（。
な
お
後
に
は

露
国
全
権
大
使
・
花
房
義
質
か
ら
ロ
シ
ア
の
喪
制
、
墺
国
全
権
大
使
・
上
野
景
範
か
ら
は
欧
州
各
国
の
喪
制
に
つ
い
て
回
答
、
仏
国
全
権
大
使
・

蜂
須
賀
茂
韶
（
筆
記
は
大
山
綱
介
（
か
ら
は
ベ
ル
ギ
ー
・
ス
ペ
イ
ン
の
国
喪
調
査
書
「Court�M

ourning

（
筆
者
訳
註
―
諒
闇
（」
に
つ
い
て
回
答
が
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。

　
（
（（
（�　

前
掲
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
「
国
喪
内
規
設
定
一
件
」
参
照
。

　
（
（（
（�　

前
掲
前
田
「
明
治
後
期
の
皇
室
喪
礼
法
制
化
と
帝
室
制
度
調
査
局
」
七
頁
。

　
（
（0
（�　

同
右
。

　
（
（（
（�　

宮
内
公
文
書
館
蔵
「
英
照
皇
太
后
大
喪
録
六
」（
識
別
番
号
：（（（-（

（
参
照
。

　
（
（（
（�　

前
掲
『
明
治
天
皇
紀
』
第
九
、
一
八
一
、
一
八
二
頁
。

　
（
（（
（�　

前
掲
宮
内
公
文
書
館
蔵
「
英
照
皇
太
后
大
喪
録
六
」
参
照
。

　
（
（（
（�　

前
掲
『
明
治
天
皇
紀
』
第
九
、
一
八
三
頁
。

　
（
（（
（�　

前
掲
宮
内
公
文
書
館
蔵
「
英
照
皇
太
后
大
喪
録
六
」
参
照
。

　
（
（（
（�　

藤
田
大
誠
「
青
山
葬
場
殿
か
ら
明
治
神
宮
外
苑
へ
―
明
治
天
皇
大
喪
儀
の
空
間
的
意
義
―
」（『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』〔
復
刊
第
四
九
号
〕、

平
成
二
十
四
年
（
九
十
九
頁
。

　
（
（（
（�　

宮
内
公
文
書
館
蔵
「
英
照
皇
太
后
大
喪
録
七
」（
識
別
番
号
：（（（-（

（
参
照
。

　
（
（（
（�　
「
儀
式
部
」
の
人
員
の
一
人
で
あ
る
内
閣
書
記
官
多
田
好
問
が
、
明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
（
年
六
月
十
一
日
よ
り
開
始
さ
れ
た
帝
室
制
度
調

査
局
に
お
け
る
皇
室
喪
儀
令
の
調
査
と
会
議
に
お
い
て
、ま
ず
「
皇
室
喪
儀
令
案
」
を
起
稿
し
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
点
で
あ
る
（
前

掲
「
自
明
治
三
十
五
年
五
月
至
同
年
十
二
月　

帝
室
制
度
調
査
局
會
議
議
事
録　

第
一
綴
」
参
照
（。
す
で
に
前
掲
前
田
「
明
治
後
期
の
皇
室
喪

礼
法
制
化
と
帝
室
制
度
調
査
局
」
に
よ
っ
て
こ
の
事
実
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
、
英
照
皇
太
后
の
大
喪
儀
に
お
け
る
儀
式
勘
案
の
一
蓄

積
が
後
代
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
考
え
る
に
あ
た
り
無
視
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。

　
（
（（
（�　

前
掲
宮
内
公
文
書
館
蔵
「
英
照
皇
太
后
大
喪
録
六
」
参
照
。
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（
（0
（�　
「
土
方
久
元
日
記
」（
首
都
大
学
東
京
蔵
「
土
方
久
元
関
係
文
書
」
所
収
、
整
理
番
号
：C-（（

「
明
治
二
十
八
年
六
月
十
三
日
～
明
治
三
十
一
年

二
月
五
日
」、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
番
号
：H

i（0

（
参
照
。

　
（
（（
（�　
「
皇
室
喪
儀
令
案
参
考
」（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
「
平
沼
騏
一
郎
関
係
文
書
」
所
収
、
整
理
番
号
：（（0-（

（
参
照
。

　
（
（（
（�　

赤
松
俊
秀
監
修
・
総
本
山
御
寺
泉
涌
寺
編
『
泉
涌
寺
史
』
本
文
編
（
法
蔵
館
、
昭
和
五
十
九
年
（
五
十
七
頁
。

　
（
（（
（�　

前
掲
『
泉
涌
寺
史
』
本
文
編
、
三
五
一
～
三
五
四
頁
。

　
（
（（
（�　

前
掲
岸
「
中
世
後
期
の
天
皇
崩
御
と
職
穢
―
内
侍
所
の
変
化
を
中
心
に
―
」
一
一
七
頁
。
な
お
同
頁
の
図
一
「
後
柏
原
天
皇
喪
葬
儀
礼
の
概
略
」

は
当
時
の
喪
葬
儀
礼
の
流
れ
を
把
握
す
る
の
に
有
用
な
資
料
で
あ
る
。

　
（
（（
（�　

前
掲
岸
「
近
世
前
期
の
天
皇
崩
御
と
内
侍
所
―
触
穢
・
王
権
・
都
市
―
」
一
三
五
頁
。

　
（
（（
（�　

鷹
司
祺
子
は
関
白
・
鷹
司
政
熙
の
女
で
、
仁
孝
天
皇
の
女
御
。
の
ち
に
皇
太
后
、
女
院
と
な
っ
た
。
女
院
号
は
新
朔
平
門
院
で
あ
る
。
孝
明
天

皇
の
女
御
に
つ
い
て
は
、
藤
井
讓
治
・
吉
岡
眞
之
監
修
『
仁
孝
天
皇
実
録
』
第
三
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
平
成
十
八
年
（
参
照
。

　
（
（（
（�　

前
掲
『
仁
孝
天
皇
実
録
』
第
三
巻
、
一
五
一
七
～
一
五
二
三
頁
。
な
お
、
こ
の
葬
儀
に
お
い
て
は
「
諒
闇
タ
ラ
ザ
ル
ベ
キ
旨
」
が
衆
議
に
よ
っ

て
決
さ
れ
て
お
り
、
諒
闇
中
に
喪
に
服
す
る
空
間
で
あ
る
倚
盧
殿
は
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
（
（（
（�　

國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
「
英
照
皇
太
后
御
大
喪
関
係
資
料
」
に
は
、
大
喪
使
事
務
官
か
ら
久
我
建
通
に
対
し
式
次
第
を
送
付
し
た
資
料
（「
来

二
十
御
陵
百
日
祭
次
第
送
付
」〈
大
喪
使
黒
罫
紙
〉
等
（
に
加
え
、建
通
に
よ
る
祭
詞
の
草
案
と
思
わ
れ
る
資
料
（「
御
霊
移
祭
」
等
（
が
残
存
す
る
。

　
（
（（
（�　

大
正
十
五
（
一
九
二
六
（
年
十
月
二
十
一
日
に
「
国
葬
令
」（
勅
令
第
三
二
四
号
（
が
制
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
は
天
皇
の
「
特
旨
」
を
以
て

十
六
件
の
国
葬
が
行
わ
れ
た
（「
国
葬
期
日
一
覧
表
」〈「
東
郷
平
八
郎
国
葬
関
係
雑
書
類
一
五
・
昭
和
九
年
五
月
三
十
日
」、
国
立
公
文
書
館
蔵
、

請
求
番
号
：
葬000（（（00

〉
参
照
（。

　
（
（0
（�　

前
掲
半
田
「
岩
倉
具
視
の
国
葬
と
神
葬
祭
」
参
照
。

　
（
（（
（�　

前
掲
『
明
治
天
皇
紀
』
第
九
、
一
九
一
、
一
九
二
頁
。「
御
違
例
」
が
大
き
な
理
由
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
（
同
前
、
二
四
〇
頁
（。

　
（
（（
（�　

前
掲
宮
内
公
文
書
館
蔵
「
英
照
皇
太
后
大
喪
録
七
」、「
御
二
十
日
祭
祭
詞
」（
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
「
英
照
皇
太
后
御
大
喪
関
係
資
料
」、
整

理
番
号
：
別-（（（

（
参
照
。

　
（
（（
（�　

前
掲
藤
田
「
青
山
葬
場
殿
か
ら
明
治
神
宮
外
苑
へ
―
明
治
天
皇
大
喪
儀
の
空
間
的
意
義
―
」
一
〇
一
頁
、
長
谷
川
香
「
近
代
東
京
に
お
け
る
大

喪
儀
の
儀
礼
空
間
に
関
す
る
研
究
―
東
京
市
西
部
の
練
兵
場
と
御
料
地
の
利
用
に
つ
い
て
―
」（『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
第
七
三
八
、
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平
成
二
十
九
年
（
参
照
。

　
（
（（
（�　

前
掲
『
明
治
天
皇
紀
』
第
九
、
一
九
〇
頁
、前
掲
藤
田
「
青
山
葬
場
殿
か
ら
明
治
神
宮
外
苑
へ
―
明
治
天
皇
大
喪
儀
の
空
間
的
意
義
―
」
九
九
頁
。

　
（
（（
（�　

前
掲
『
明
治
天
皇
紀
』
第
九
、
二
四
〇
頁
。

　
（
（（
（�　
「
明
治
三
十
年
四
月
十
九
日
後
月
輪
東
北
陵
御
拜
次
第
」（「
英
照
皇
太
后
御
大
喪
関
係
資
料
」
所
収
（
参
照
。
書
簡
は
宮
内
省
黒
罫
紙
、次
第
は
蒟

蒻
版
で
あ
る
。
こ
の
間
の
経
由
は
、供
奉
宮
内
書
記
官
か
ら
大
喪
使
事
務
官
へ
と
通
牒
が
あ
り
、大
喪
使
事
務
官
か
ら
建
通
へ
と
通
牒
が
な
さ
れ
た�

（
前
掲
「
英
照
皇
太
后
大
喪
録
七
」（。

　
（
（（
（�　

同
様
の
内
容
は
、
宮
内
公
文
書
館
蔵
「
英
照
皇
太
后
大
喪
録
五
」（
識
別
番
号
：（（（-（

（、
前
掲
『
明
治
天
皇
紀
』
第
九
、二
四
一
、
二
四
二
頁

に
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
（
（（
（�　
「
宮
廷
録
事
」
と
し
て
『
官
報
』
第
四
一
三
六
号
（
明
治
三
十
年
四
月
二
十
日
付
（
に
掲
載
さ
れ
た
。

　
（
（（
（�　

前
掲
『
泉
涌
寺
史
』
本
文
編
、
五
四
八
頁
参
照
。
な
お
英
照
皇
太
后
の
大
喪
儀
ま
で
に
行
わ
れ
た
明
治
期
に
お
け
る
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
泉
涌

寺
山
陵
へ
の
行
幸
啓
を
一
覧
す
れ
ば
、
①
明
治
元
年
八
月
二
十
九
日
、
②
明
治
元
年
十
二
月
二
十
五
日
、
③
明
治
五
年
六
月
二
日
、
④
明
治
十
年

一
月
三
十
日
、
⑤
明
治
十
三
年
七
月
十
六
日
、
⑥
明
治
二
十
年
一
月
三
十
日
、
⑦
明
治
二
十
三
年
四
月
八
日
、
⑧
明
治
二
十
四
年
五
月
二
十
日
、

⑨
明
治
二
十
八
年
五
月
二
十
四
日
・
二
十
七
日
、
で
あ
っ
た
。
ま
た
六
・
九
回
目
の
際
に
は
皇
后
も
参
拝
さ
れ
た
。

　
（
（0
（　

前
掲
『
明
治
天
皇
紀
』
第
九
、
二
四
四
頁
。

　
（
（（
（�　

前
掲
武
田
『
維
新
期
天
皇
祭
祀
の
研
究
』
一
四
〇
頁
。

　
（
（（
（�　

前
掲
『
明
治
天
皇
紀
』
第
九
、
二
四
二
頁
。
な
お
建
通
は
、
そ
の
後
明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
（
年
一
月
六
日
に
「
御
一
周
年
祭
」
の
斎
主
に

再
任
し
て
い
る
（「
辞
令
（
英
照
皇
太
后
御
一
周
年
御
陵
祭
斎
主
（」〈「
英
照
皇
太
后
御
大
喪
関
係
資
料
」
所
収
、
整
理
番
号
：
別-（（0

〉
参
照
（。

　
（
（（
（�　

前
掲
宮
内
公
文
書
館
蔵
「
英
照
皇
太
后
大
喪
録
五
」
参
照
。

　
（
（（
（�　

藤
田
大
誠
「
近
代
神
職
の
葬
儀
関
与
を
め
ぐ
る
論
議
と
仏
式
公
葬
批
判
」（『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
第
八
号
、
平

成
二
十
六
年
（
参
照
。


